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平成１9年２月　広報なかの  ２３　平成１9年２月　広報なかの

広
報
な
か
の

　

一
月
二
十
三
日
の
午
後
、
信
濃
グ
ラ

ン
セ
ロ
ー
ズ
の
公
式
練
習
グ
ラ
ウ
ン
ド

決
定
記
者
会
見
が
、
市
役
所
会
議
室
に

お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
株
式
会
社
長
野
県
民
球
団

か
ら
代
表
取
締
役
社
長
及
び
信
濃
グ
ラ

ン
セ
ロ
ー
ズ
監
督
ほ
か
三
名
が
出
席
、

ま
た
、
市
か
ら
は
市
長
、
助
役
、
そ
し

て
教
育
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
公
式
練
習
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い

て
は
、
球
団
設
立
発
起
人
会
が
、
昨
年

十
月
十
三
日
か
ら
十
一
月
二
日
ま
で
練

習
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
公
募
を
行
い
、
十
一

月
二
日
に
、
中
野
市
が
そ
の
公
式
練
習

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
応
募
し
ま
し
た
。

　

こ
の
公
募
に
は
中
野
市
を
含
め
て
四

つ
の
団
体
が
応
募
し
、
十
一
月
九
日
に

中
野
市
の
応
募
を
受
け
て
球
団
が
現
地

を
視
察
し
、
ま
た
、
十
二
月
六
日
に
は

監
督
及
び
コ
ー
チ
を
含
め
た
現
場
ス
タ

ッ
フ
が
、
中
野
市
営
野
球
場
及
び
関
連

施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一

月
十
九
日
に
内
定
通
知
が
あ
り
、
今
回

の
決
定
記
者
会
見
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
見
に
先
立
ち
、
三
沢
今
朝
治
球
団

代
表
取
締
役
社
長
か
ら
青
木
市
長
に

「
公
式
練
習
グ
ラ
ウ
ン
ド
申
出
受
諾
書
」

が
手
渡
さ
れ
、
中
野
市
営
野
球
場
に
決

定
し
た
旨
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
会
見
で
は
、
三
沢
球
団
代
表

取
締
役
社
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

続
い
て
飯
島
泰
臣
球
団
副
社
長
か
ら
中

野
市
営
野
球
場
が
、
公
式
練
習
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
決
定
し
た
経
緯
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
中
で
、

・
新
潟
、
富
山
、
石
川
へ
チ
ー
ム
が
移

動
す
る
た
め
に
は
、
一
番
立
地
条
件

が
良
い
こ
と

・
選
手
が
練
習
し
や
す
い
施
設
で
あ
り
、

ま
た
、
生
活
・
育
成
の
場
と
し
て
環

境
が
整
っ
て
い
る
こ
と

・
外
野
が
天
然
芝
で
あ
り
、
野
球
場
の

手
入
れ
が
行
き
届
い
て
い
る
こ
と

な
ど
が
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
決
定
を
受
け
て
青
木
市
長
は
、

「
地
域
の
発
展
の
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
地
域
づ
く
り
や
青
少
年
の
健
全

育
成
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
の

で
、
信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
を
応
援
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
木
田
勇
監
督
が
感
想
と
抱

負
と
し
て
、「
中
野
市
が
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
決
定
し
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
、

中
野
市
を
第
二
の
ふ
る
さ
と
と
思
い
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー

ズ
の
練
習
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
元
気
を

注
入
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
球
団
の
今
久
留
主
（
い
ま

く
る
す
）
成
幸
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
か
ら
、
市
内
に
監
督
や
選
手
が
居
住

す
る
方
針
や
球
団
の
今
後
の
予
定
が
発

表
さ
れ
、
ま
た
土
屋
龍
一
郎
世
話
人
会

代
表
か
ら
、
信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
の
後

援
会 「
Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
セ
ロ
ー
ズ　

」の
現
状

81

報
告
と
今
後
の
予
定
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
見
終
了
後
、
信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー

ズ
の
公
式
戦
使
用
帽
子
が
発
表
さ
れ
、

三
沢
球
団
代
表
取
締
役
社
長
か
ら
青
木

市
長
へ
、
公
式
戦
使
用
帽
子
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

信濃グランセローズの
　 公式練習グラウンドが
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�
１
月　

日
に
決
定
記
者
会
見
が
行
わ
れ
ま
し
た
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練
習
グ
ラ
ウ
ン
ド
決
定
ま
で
の
経
緯

○
平
成　

年　

月　

日
〜　

月
２
日

18

10

13

11

　

球
団
の
設
立
発
起
人
会
に
よ
り
、
練
習
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
公
募

○
平
成　

年　

月
２
日

18

11

　

中
野
市
が
応
募
（
練
習
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
中

野
市
の
ほ
か
三
団
体
が
応
募
）

○
平
成　

年　

月
９
日

18

11

　

球
団
が
中
野
市
を
訪
問
し
、
市
営
野
球
場

及
び
関
連
施
設
を
視
察

○
平
成　

年　

月
６
日

18

12

　

監
督
及
び
コ
ー
チ
等
の
現
場
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
関
連
施
設
等
の
視
察

○
平
成　

年
１
月　

日

19

19

　

中
野
市
営
野
球
場
が
公
式
練
習
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
内
定

○
平
成　

年
１
月　

日

19

23

　

公
式
練
習
グ
ラ
ウ
ン
ド
決
定
記
者
会
見

　

こ
の
四
月
一
日
か
ら
、
信
濃
グ
ラ
ン
セ

ロ
ー
ズ
の
選
手
の
皆
さ
ん
が
本
格
的
な
練

習
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
が
、
選
手
の

練
習
は
原
則
と
し
て
、
火
曜
日
か
ら
木
曜

日
の
昼
間
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
市
営
野
球
場
は
信
濃
グ
ラ
ン
セ

ロ
ー
ズ
の
公
式
練
習
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て

も
使
用
さ
れ
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

は
火
曜
日
か
ら
木
曜
日
の
夜
間
、
そ
し
て

月
・
金
・
土
・
日
曜
日
及
び
祝
祭
日
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
や
む
を
得
ず
、
信
濃
グ
ラ
ン
セ

ロ
ー
ズ
の
練
習
日
と
市
民
の
皆
さ
ん
の
使

用
日
が
重
な
っ
た
場
合
に
は
、
市
が
調
整

を
し
て
参
り
ま
す
。

公
式
練
習
グ
ラ
ウ
ン
ド
決
定
後
の

信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
の
日
程

★
一
月
二
十
四
日
以
降

球
団
で
練
習
に
向
け
た
準
備
を
ス
タ
ー
ト

★
一
月
二
十
五
日

ド
ラ
フ
ト
会
議
で
選
手
二
十
五
名
が
決
定

★
三
月
十
五
日
か
ら

選
手
が
中
野
市
内
に
入
っ
て
自
主
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
ス
タ
ー
ト
（
三
月
末
ま
で
）

★
四
月
一
日
か
ら

本
格
的
キ
ャ
ン
プ
を
開
始

★
四
月
二
十
八
日

北
信
越
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
戦
開
幕

※
な
お
、
選
手
の
入
団
発
表
、
公
式
戦
ユ

　

ニ
ホ
ー
ム
の
発
表
は
三
月
下
旬
に
予
定

今
後
の
市
営
野
球
場
の
使
用
に
つ
い
て

▲公式練習グラウンドに決定した中野市営野球場

�
決
定
記
者
会
見
の
後
に
発
表
さ

　

れ
た
公
式
戦
使
用
帽
子

「北信越　　リーグ」とは…Ｂ Ｃ
　｢北信越ＢＣ（ベースボール・チャレンジ）リーグ」は、
平成１９年春の開幕を目指す、新潟・富山・石川・長野
の４県の地域密着型球団によるプロ野球独立リーグです。
　このリーグには、新潟から『新潟アルビレックス・ベ
ースボール・クラブ』、富山から『富山サンダーバーズ』、
石川から『石川ミリオンスターズ』が参戦。
　４～１０月の金・土・日・祝祭日に、各県の野球場で、
１チーム年間７２試合を予定。なお、長野県内では、３６
試合が行われる予定です。

�

�

�

�

����������������������

����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

信濃グランセローズ
　長野県を本拠地としてプロ野球独立リーグ「北信越
ＢＣリーグ」に加盟する球団。
●チーム名
　公募の結果、県獣のカモシカを指す｢Ｓｅｒｏｗ｣に
最も人気が集まり、この｢Ｓｅｒｏｗ｣に長野県の壮大
で雄大な自然を表す｢Ｇｒａｎｄ｣を組み合わせ、信濃
グランセローズと決定。
●チームスタッフ
監　督：木田勇（きだ いさむ）
　　　　投手として日本ハム、大洋、中日で活躍
コーチ：勝呂壽統（すぐろ ひろのり）
　　　　〈打撃・守備・走塁担当〉
　　　　内野手としてジャイアンツ、オリックス、近

鉄で活躍
コーチ：島田直也（しまだ なおや）〈 ピッチング担当〉
　　　　投手として日本ハム、大洋・横浜、ヤクルト、近

鉄で活躍

●
ロ
ゴ
マ
ー
ク

野
球
チ
ー
ム
で
あ
る
こ
と

が
す
ぐ
に
わ
か
る
デ
ザ
イ

ン
と
し
た
。
チ
ー
ム
カ
ラ

ー
で
あ
る 「
赤
」は
燃
え
る

よ
う
な
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ

ス
ピ
リ
ッ
ト
を
表
現
し
、

同
時
に
長
野
県
の
名
産
で

あ
る 「
り
ん
ご
」の
赤
を
表

現
し
た
。



平成１9年２月　広報なかの  ４

市
・
県
民
税

納
税
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

　

今
月
か
ら
市
・
県
民
税
と
所
得
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。
正
し
く
お
早
め

に
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　

申
告
に
つ
い
て
、
ご
不
明
な
点
は
、
申
告
相
談
会
場
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
相
談
の
日
程
及
び
会
場
は
、
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
告
は
３
月　

日
ま
で

15

　

市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方
は
、

２
月　

日
か
ら
３
月　

日
ま
で
の
間
に
、

16

15

市
役
所
へ
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
（
左
の

ペ
ー
ジ
を
参
考
）。

　

市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
課
税
の
基
礎

資
料
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
所
得
証
明
あ

る
い
は
課
税
証
明
な
ど
の
証
明
書
の
発
行

や
、
国
民
健
康
保
険
税
、
保
育
料
の
算
定

及
び
年
金
・
各
種
手
当
な
ど
の
基
礎
資
料

に
も
な
り
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
に
必
要
な
物

●
申
告
書
と
印
鑑

●
所
得
が
分
か
る
も
の

源
泉
徴
収
票
、
営
業
・
農
業
・
不
動
産

な
ど
の
事
業
所
得
の
収
支
内
訳
書
な
ど

●
医
療
費
の
領
収
書
、
生
命
保
険
料
等
の

証
明
書
な
ど
確
認
で
き
る
も
の

　
（
国
民
年
金
保
険
料
に
係
る
社
会
保
険

料
控
除
を
受
け
る
場
合
、
国
民
年
金
保

険
料
の
支
払
い
を
し
た
旨
を
証
す
る
書

類
が
必
要
に
な
り
ま
す
）

市
・
県
民
税
の

　
　

申
告
は
市
役
所
へ

申
告
相
談
を
さ
れ
る

  
方
へ
の
お
願
い

�
必
要
と
思
わ
れ
る
書
類
は
、
す
べ
て
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

�
配
偶
者
、
扶
養
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

ご
家
族
の
所
得
の
内
容
、
金
額
等
も
わ

か
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

�
収
支
内
訳
書
、
医
療
費
の
支
払
総
額
な
ど

計
算
の
で
き
る
も
の
は
、
ご
自
宅
で
済
ま

せ
て
か
ら
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
課
税
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
２
５
）

所　

得　

税

　

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
昨
年
一
年
間

の
所
得
と
税
額
を
自
分
で
計
算
し
て
、
申

告
・
納
付
す
る
手
続
き
で
す
。
２
月　

日
16

か
ら
３
月　

日
ま
で
の
間
に
、
信
濃
中
野

15

税
務
署
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
期
間
の
終
了
間
近
に
な
る
と
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
は
お
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ
先

信
濃
中
野
税
務
署
（�
�
３
１
５
１
）

確
定
申
告
は
お
早
め
に

　

雪
害
等
の
被
害
に
よ
っ
て
、
住
宅

や
家
財
な
ど
に
被
害
を
受
け
た
と
き

は
、
所
得
税
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
信
濃
中
野
税
務
署
個

人
課
税
部
門
（�
�
３
１
５
１
）
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

雪
害
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
皆
様
へ

�

�

�

�

��������������������������

��������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

平
成
十
八
年
度
の
市
税
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

納
期
限
の
過
ぎ
た
市
税
は
督
促
手

数
料
と
延
滞
金
が
か
か
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
も
う
一
度
、
納
付
書
、

引
き
落
と
し
口
座
等
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
な
お
、
納
め
忘
れ
の
あ
る
方

は
、
至
急
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
納
税
者
に
災
害
や
病
気
等
の
特
別

な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
納
税
の

猶
予
ま
た
は
減
免
が
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
収
納
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
２
７
）

税税税税税税税税税税税税税税
のののののののののののののの
申申申申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告告告告
はははははははははははははは
正正正正正正正正正正正正正正
しししししししししししししし
くくくくくくくくくくくくくく
おおおおおおおおおおおおおお
早早早早早早早早早早早早早早
めめめめめめめめめめめめめめ
にににににににににににににに

税
の
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に���������������

５　平成１9年２月　広報なかの

　市・県民税の申告書は、前年の申告状況及び平成１８年中に会社を退職され
た方などにお送りしています。
　申告書が送られてこない場合でも、次の図によ り｢市・県民税の申告が必要で
す」になる方は、電話などで市役所税務課へご連絡ください。

市・県民税の申告が必要な方は

平成19年１月１日
現在中野市に居住し
ていましたか？

中野市内に事務
所・事業所・家屋
敷がありますか？

平成18年１月１日
から平成18年12月
31日までに収入が
ありましたか？

均等割(年額4,000円)が課税されま
す。ただし、賃貸している等で課税
されない場合もあるので、税務課ま
でご連絡ください。

所得税、市・県民税
の申告上で、親族の
扶養になっています
か？

税務署へ確定申告を
しますか？

あなたは給与所得者
ですか？（アルバイ
トも含む）

給与所得の他に公的
年金収入以外の所得
がありますか？
（事業所得・不動産
所得・保険契約等に
基づく年金等）

あなたの収入は
公的年金（遺族
年金、障害者年
金は除く）のみ
ですか？

会社から中野市
へ給与支払報告
書は提出されて
いますか？

はい

市・県民税の申告が必要です

※ただし、次に該当する方は、確定申告が必要になりますのでご注意ください。
　・事業をしている方、不動産所得のある方、年金受給者等で、平成1８年中の所得金額の合計が各種所得控除等の
合計額を超える方〔市 ･県民税と所得税（確定申告）の所得控除額は異なるものがありますのでお気をつけく
ださい〕

　・給与の収入が２千万円を超える方
　・給与所得者で、給与所得及び退職所得以外の所得の合計額が20万円を超える方
　・給与を２カ所以上から受けていて、年末調整をされなかった給与の収入金額と給与所得や退職所得以外の所得
金額の合計額が20万円を超える方

※市・県民税の申告では所得税の還付は受けられません。確定申告が必要です。
※他にも確定申告が必要になる場合があります｡詳しくは税務署または、市役所税務課までお問い合わせください。

いいえ
※平成１9年１月１日現在居住していた市町
村　に申告が必要かお問い合わせください。

※中野市での均等割とは別に、平成１9年
１月１日現在居住していた市町村に
市・県民税の申告が必要かお問い合わ
せください。

※収入がない方で親族の扶養になっている方
は申告の必要はありません（扶養している
方の申告書又は源泉徴収票をご確認くださ
い）。

※確定申告をされた方は、市・県民税の申告
　は不要です。

※ただし、生命保険料、社会保険料等の控除
　を受けられる方は申告してください。

※ただし、年末調整されていない生命保険料、
　社会保険料等の控除を受けられる方は申告
　してください。

中野市での市・県民税の申告は不要です。

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

は じ ま り

はい

はい

はい

はい

はい
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申告相談日程
３月２月

期　日
　
15

　
14

　
13

　
12９８７６５２１

　
28

　
27

　
26

　
23

　
22

　
21

　
20

　
19

　
16

木水火月金木水火月金木水火月金木水火月金

中　

野
倭

科　

野

平　

岡

長　

丘

高　

丘

平　

野

延　

徳

日　

野

中　

野
倭

科　

野

平　

岡

長　

丘

高　

丘

平　

野

延　

徳

日　

野

中　

野

還
付
申
告

中
野
会
場対

象
地
区

３月２日�以降は、中野会場のみとなります。
永　

田

永　

田

永　

田

永　

田

 
豊　

津

豊　

津

豊　

津

上
今
井

上
今
井

豊
田
会
場

午前８時～午後３時（申告相談の開始は午前９時から）　受付時間

市民会館41号会議室（２階）・豊田支所大会議室（２階）　　　　　　　相談会場

※今年から豊田会場は、豊田支所大会議室（２階）のみとなります。　　　　　　　
豊田地域
について

 ※２月１６日の「還付申告」日は､給与､年金所得の所得税の還付を受ける方（市内全地区）を対象とします｡
　 なお､対象地区の指定日に来られない方も相談は受けられますが、混雑をさけるため、できるだけ対象地区日
　 にご来場くださるようお願いします。

�自宅のパソコンで申告書が作成できます
　　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」から、所得税の確定申告書、消費税の確定申

告書、青色決算書等が作成できますので、ご利用ください。

　　国税庁ホームページ 　http://www.nta.go.jp

�ｅ－Ｔａｘで申告できます
　　自宅や事務所からインターネットで申告や納税ができる「ｅ－Ｔａｘ（国税電子申告・納税システ

ム）」をご利用ください。

　　なお、ご利用いただくには、開始届出書等を税務署に提出する必要があります。詳しくは、ホーム

ページをご覧ください。

　　ｅ－Ｔａｘホームページ　　http://www.e-tax.nta.go.jp

�納期限と振替納税の利用について
　　所得税の納期限は３月15日�、個人事業者の消費税及び地方消費税の納期限は４月２日（月）です

ので、納付書を利用して最寄りの金融機関の窓口または、税務署で納期限までに納付してください。

　　また、税務署では、指定した金融機関の口座から自動的に振り替えて税金を納付する、安全・便利

な振替納税もありますので、ご利用ください。

問い合わせ先　　信濃中野税務署（�２２－３１５１）

税務署からのお知らせ

７　平成１9年２月　広報なかの

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

市
・
県
民
税
改
正

平
成　

年
度
か
ら
の
改
正
点

19

　
　

平
成
十
八
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、

　
　

国
（
所
得
税
）
か
ら
地
方
（
個
人
住

民
税
）
へ
の
三
兆
円
の
税
源
を
移
譲
す
る

こ
と
に
よ
り
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
個
人

住
民
税
所
得
割
の
税
率
が
、
一
律
一
〇
パ

ー
セ
ン
ト
（
県
民
税
四
パ
ー
セ
ン
ト
・
市

民
税
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
比
例
税
率
と
な

り
ま
す
（
表
―
１
を
参
照
）。

①
　

な
お
、
納
税
者
の
税
負
担
が
極
力
変
わ

ら
な
い
よ
う
に
、
所
得
税
と
個
人
住
民
税

を
合
わ
せ
た
税
率
は
、
原
則
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
税
と
個
人
住
民
税
と
の
人

的
控
除
額
（
基
礎
控
除
額
、
配
偶
者
及
び

一
般
扶
養
控
除
額
等
）
に
差
が
生
じ
、
税

率
の
変
更
を
し
た
だ
け
で
は
、
人
的
控
除

の
差
の
分
、
納
税
義
務
者
の
負
担
が
増
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
負
担
増
を
調

整
す
る
た
め
に
、
個
人
住
民
税
の
所
得
割

か
ら
税
額
を
減
額
す
る
調
整
控
除
の
措
置

も
講
じ
ら
れ
ま
す
。

※
税
率
が
一
律
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る

と
給
与
所
得
者
の
方
は
、
一
月
分
か
ら

（
年
金
受
給
者
の
方
は
、
二
月
分
か
ら
）

所
得
税
が
減
り
そ
の
分
六
月
か
ら
の
個

人
住
民
税
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
所
得
者
の
方
は
、
六
月
か

ら
の
個
人
住
民
税
は
増
え
ま
す
が
、
確

定
申
告
時
に
納
税
す
る
平
成
十
九
年
分

の
所
得
税
は
減
少
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
所
得
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
税

源
の
移
し
替
え
な
の
で
「
所
得
税
＋
個

人
住
民
税
」
の
負
担
額
は
基
本
的
に
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
定
率
減
税

の
廃
止
に
よ
る
税
額
の
負
担
増
や
、
個

人
の
収
入
の
増
減
に
よ
る
税
額
の
負
担

増
減
は
生
じ
ま
す
（
表
―
２
を
参
照
）。

平
成　

年
度
か
ら

18

既
に
行
わ
れ
て
い
る
改
正
点

　
　

六
十
五
歳
以
上
の
者
で
前
年
の
合
計

　
　

所
得
金
額
が
、
一
二
五
万
円
以
下
の

者
に
対
す
る
個
人
住
民
税
の
非
課
税
措
置

が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
十
七
年
一

月
一
日
現
在
、
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
前

年
の
合
計
所
得
金
額
が
一
二
五
万
円
以
下

の
者
に
つ
い
て
は
、
急
激
な
税
負
担
を
緩

和
す
る
た
め
、
経
過
措
置
が
と
ら
れ
て
い

ま
す
（
表
―
３
を
参
照
）。

①
　
　

六
十
五
歳
以
上
の
者
で
も
、
寡
婦
（
夫
）

　
　

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
�

�

�

�

�����

�����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

市
・
県
民
税
改
正
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
市
役
所
税
務
課
課
税
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
２
５
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 （表－２）
●夫婦＋子供２人の場合（年税額）

※夫婦＋子供２人の場合、子供のうち１人が特定扶養親族に該当するもの
としています。

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。

負担増減額
税源移譲後（単位：円）税源移譲前（単位：円）

給与収入
住民税所得税住民税所得税

0円9,00009,0000　300万円

0円135,50059,50076,000119,000　500万円

0円293,500165,500196,000263,000  700万円

0円539,500590,500442,000688,0001,000万円

 （表－３）

平成20年度平成19年度平成18年度区　　分

3,000円2,000円1,000円均等割市
民
税 全額課税2/3を課税1/3を課税所得割

1,000円600円300円均等割県
民
税 全額課税2/3を課税1/3を課税所得割

�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
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�

�
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�
�
�
�
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�
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�
�

�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
　

平
成
十
一
年
度
か
ら
、
景
気
対
策
の

　
　

た
め
に
暫
定
的
な
税
負
担
の
軽
減
措

置
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
た
定
率
減
税
が
、

最
近
の
経
済
状
況
を
踏
ま
え
て
廃
止
さ
れ

ま
す
。

②

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�

 （表－１）

（　）内は市民税率

改　正　後改　正　前

税率課税所得税率課税所得

10％
（６％）

一律

５％(３％)200万円以下

10％(８％)700万円以下

13％(10％)700万円超
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平
成　

年
度
の

17
中
野
市
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

　

市
で
は
毎
年
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト （
貸
借
対
照
表
）
を
作
成
し
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
平
成
十
七
年
度
末
を
作
成
基
準
日
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
わ
せ
て
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
も
作
成

し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）
は
、

一
般
的
に
企
業
会
計
の
決
算
の
中
で
ま
と

め
ら
れ
、
企
業
の
財
務
状
況
を
あ
ら
わ
す

表
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

こ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
あ
る
時
点
に
存
在
す
る
、
税

金
の
投
入
等
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
資
産
や
、

将
来
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
負
債
と

返
済
を
要
し
な
い
正
味
資
産
と
の
比
率
等

に
関
す
る
情
報
が
把
握
で
き
ま
す
。

※
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
総
務
省
の
作
成
マ

　

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

作
成
の
基
本
的
事
項

①
対
象
と
す
る
会
計
の
範
囲

平
成
十
七
年
度
の
普
通
会
計

（
こ
の
普
通
会
計
と
は
、
一
般
会
計
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
・
社
会
就
労

セ
ン
タ
ー
事
業
特
別
会
計
・
住
宅
改
修
資

金
貸
付
事
業
特
別
会
計
・
情
報
通
信
施
設

事
業
特
別
会
計
で
す
）

※
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
下
水
道

事
業
等
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
の
企

業
会
計
の
状
況
は
反
映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

②
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
基
準
日

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
（
平
成
十
七

年
度
末
）

③
使
用
し
た
基
礎
数
値

昭
和
四
十
四
年
度
か
ら
平
成
十
七
年
度
ま

で
の
「
普
通
会
計
決
算
統
計
」
の
デ
ー
タ

に
よ
る
。

※
固
定
資
産
の
評
価
基
準
は
、
決
算
統
計

の
普
通
建
設
事
業
費
を
取
得
価
額
と
す

る
取
得
原
価
主
義
に
よ
っ
て
い
ま
す
。

土
地
を
除
く
固
定
資
産
は
、
こ
の
取
得

価
額
に
よ
り
定
額
法
で
減
価
償
却
し
、

土
地
に
つ
い
て
は
、
取
得
当
時
の
価
格

で
評
価
し
、
累
計
し
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら
わ
か
る
こ
と

�
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在
で
、

資
産
の
合
計
は
約
八
百
九
十
七
億
円
、

一
方
負
債
は
約
二
百
四
十
二
億
円
で
、

そ
の
差
で
あ
る
正
味
資
産
は
約
六
百
五

十
五
億
円
で
す
。

�
資
産
の
部
で
は
、
有
形
固
定
資
産
が
約

八
百
七
億
円
で
、
資
産
全
体
の
約
九
〇

㌫
を
占
め
、
残
り
が
基
金
、
貸
付
金
、

未
収
金
等
で
合
計
約
九
十
億
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

�
有
形
固
定
資
産
を
行
政
目
的
別
に
見
る

と
、
道
路
、
橋
り
ょ
う
、
都
市
計
画
、

公
園
等
に
大
き
な
事
業
費
が
か
か
り
、

毎
年
継
続
的
に
整
備
さ
れ
る
土
木
費
関

係
が
約
三
百
三
十
三
億
円
、
小
・
中
学

校
や
図
書
館
等
の
建
設
事
業
費
を
含
む

教
育
関
係
費
が
約
二
百
六
十
四
億
円
と

大
き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

�
負
債
の
部
で
は
、
地
方
債
分
が
固
定
負

債
、
流
動
負
債
を
あ
わ
せ
約
二
百
二
十

億
円
で
負
債
全
体
の
約
九
〇
・
八
㌫
、

退
職
給
与
引
当
金
が
約
二
十
二
億
円
で

約
九
・
一
㌫
の
構
成
比
と
な
り
ま
す
。

�
正
味
資
産
の
部
で
は
、
国
及
び
県
か
ら

の
補
助
金
分
が
約
百
七
十
六
億
円
で
全

体
の
約
二
十
六
・
九
㌫
、
市
税
等
の
一

般
財
源
分
が
約
四
百
七
十
九
億
円
で
約

七
十
三
・
一
㌫
の
構
成
比
に
な
り
ま
し
た
。

　

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
と
は
、
人
的
サ
ー

ビ
ス
や
給
付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
資
産
形
成

に
つ
な
が
ら
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

経
費
（
コ
ス
ト
）
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
民
間
企
業
の
「
損
益
計
算
書
」

に
近
い
も
の
で
す
が
、
行
政
に
は
企
業
の

収
益
に
あ
た
る
も
の
が
な
い
た
め
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
「
コ
ス
ト
と
財
源
」
の
関
係

を
示
し
ま
す
。

※
こ
の
計
算
書
は
、
総
務
省
の
行
政
コ
ス

ト
計
算
書
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

作
成
し
て
い
ま
す
。

作
成
の
基
本
的
事
項

①
対
象
と
な
る
会
計
範
囲

平
成
十
七
年
度
普
通
会
計

②
コ
ス
ト
範
囲

市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
か
か
る
費
用
の
う
ち
、
資
産
形
成
に

つ
な
が
る
支
出
を
除
い
た
現
金
支
出
に
減

価
償
却
費
（
資
産
価
値
が
一
年
で
古
く
な

り
目
減
り
す
る
分
）、
不
能
欠
損
額
、
退

職
給
与
引
当
金
な
ど
の
非
現
金
的
な
も
の

を
加
え
て
計
上

《
状
況
》

　

平
成
十
七
年
度
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
経

費
と
し
て
消
費
し
た
コ
ス
ト
の
総
額
は
約

百
七
十
億
円
、
一
方
収
入
は
百
五
十
八
億

円
で
す
が
、
正
味
資
産
国
（
県
）
支
出
金

償
却
額
が
約
十
億
円
、
前
年
度
打
切
り
決

算
に
伴
う
未
収
分
が
約
七
億
円
あ
る
こ
と

か
ら
約
四
億
円
の
不
足
と
な
り
、
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
正
味
資
産
か
ら
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

性
質
別
に
見
る
と
、
物
件
費
、
減
価
償

却
費
等
の
「
物
に
か
か
る
コ
ス
ト
」
が
約

六
十
九
億
円
、
次
に
扶
助
費
、
補
助
費
、

繰
出
金
等
の
「
移
転
支
出
的
な
コ
ス
ト
」

が
約
五
十
八
億
円
、
次
い
で
人
件
費
等
の

「
人
に
か
か
る
コ
ス
ト
」
が
約
三
十
七
億

円
、
そ
し
て
「
そ
の
他
に
か
か
る
コ
ス
ト
」

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

目
的
別
に
見
る
と
、
民
生
費
が
約
四
十

七
億
円
、
土
木
費
が
約
三
十
一
億
円
、
教

育
費
が
約
二
十
二
億
円
、
そ
し
て
総
務
費

の
約
十
九
億
円
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

収
入
の
項
目
で
は
、
行
政
コ
ス
ト
に
対
し

一
般
財
源
が
約
百
二
十
七
億
円
、国
庫 （
県
）

 
支
出
金
が
約
十
九
億
円
、
使
用
料
・
手
数

料
等
が
約
十
一
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中野市のバランスシート 平成18年３月31日現在

貸　　　　　　方借　　　　　　　方

【負債の部】

 １．固定負債

 (1)地方債　　　  197億1,934万円

 (2)債務負担行為

　①物件の購入等　　　　　　 ― 

　②債務保証又は損失補償　　 ― 

　　債務負担行為計　　　　　 ― 

 (3)退職給与引当金 21億9,294万円

【資産の部】
 １．有形固定資産
 (1)総務費　 　    50億9,758万円
 (2)民生費　 　    39億7,072万円
 (3)衛生費　 　     5億4,544万円
 (4)労働費　       10億  218万円
 (5)農林水産業費   80億7,856万円
 (6)商工費　　  　 20億2,585万円
 (7)土木費　　  　332億7,588万円
 (8)消防費　　  　　3億7,424万円
 (9)教育費　　  　263億6,110万円
 (10)その他　　  　　　　127万円

 有形固定資産合計 807億3,282万円
（うち土地） 　　 236億   87万円

 固定負債合計　　 219億1,228万円 ２．投資等
 (1)投資及び出資金　8億7,635万円
 (2)貸付金　　　　　1億2,200万円
 (3)基金
　①特定目的基金　 34億5,411万円
　②土地開発基金　　8億9,810万円
　③定額運用基金　  1億   78万円
　　　　基金計　　 44億5,299万円

 ２．流動負債

 (1)翌年度償還予定額　22億7,790万円
 (2)翌年度繰上充用金　　　　 0円
 (3)その他　　　　　　　　　 0円

 流動負債合計　　　22億7,790万円
 負債合計　　　　 241億9,018万円 投資等合計　 　　 54億5,134万円

【正味資産の部】

 １．国庫支出金　　 89億  915万円

 ２．県支出金 　　　87億2,224万円

 ３．一般財源等 　 478億8,477万円

 ３．流動資産
 (1)現金・預金
　①財政調整基金　 16億7,940万円
　②減債基金  　　　6億1,485万円
　③歳計現金　  　　6億2,983万円
　　現金・預金計　 29億2,408万円
 (2)未収金
　①地方税　　　　　5億4,574万円
　②その他　 　　　　　5,236万円
　　未収金計　　　　5億9,810万円

 正味資産合計　　 655億1,616万円 流動資産合計 　　 35億2,218万円
 負債 ・ 正味資産合計 897億  634万円 資産合計　　　　 897億  634万円

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

行政コスト行政コスト
169億9,520万円169億9,520万円

人にかかる人にかかる    
コストコスト    
37億2,204万円37億2,204万円
（21.9％）（21.9％）

物にかかるコスト物にかかるコスト
69億1,602万円69億1,602万円
（40.7％）（40.7％）

移転支出移転支出
的なコスト的なコスト
58億1,128万円58億1,128万円   
（34.2％）（34.2％）  

その他にかかるコストその他にかかるコスト
5億4,586万円（3.2％）5億4,586万円（3.2％）

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
は
、
一

会
計
年
度
に
お
け
る
資
金
の
増
加
又
は
減

少
の
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
行
政
活
動
を
資
金
の
流
れ
か

ら
み
た
も
の
で
あ
り
、
年
初
と
年
度
末
の

資
金
の
増
減
内
訳
を
示
し
ま
す
。

作
成
の
基
本
的
事
項

①
対
象
と
な
る
会
計
範
囲

平
成
十
七
年
度
普
通
会
計

②
資
金
の
範
囲

歳
計
現
金
、
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金

※
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
お
い
て
も
「
現
金

預
金
」
の
項
目
と
し
て
、
財
政
調
整
基

金
、
減
債
基
金
及
び
歳
計
現
金
を
あ
げ

て
い
ま
す
。
な
お
、
歳
計
現
金
と
は
、

一
会
計
年
度
内
に
お
け
る
歳
入
・
歳
出

に
属
す
る
現
金
を
い
い
ま
す
。

③
計
算
書
の
区
分

「
行
政
活
動
」、 「
投
資
活
動
」、「
財
務
活
動
」

の
三
つ
の
活
動
区
分
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

《
状
況
》

　

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在
で
、

行
政
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
は

約
四
十
八
億
円
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

投
資
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ

ー
で
は
、
約
三
十
四
億
円
の
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
て
お
り
、
行
政
活
動
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

・
フ
ロ
ー
の
プ
ラ
ス
額
の
範
囲
内
で
対
応

で
き
ま
し
た
。

　

財
務
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ

ー
は
、
約
七
億
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て

お
り
、
地
方
債
の
発
行
を
上
回
る
地
方
債

の
償
還
額
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

以
上
三
つ
の
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ

・
フ
ロ
ー
で
、
約
六
億
七
千
万
円
の
プ
ラ

ス
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
現
金
及
び
現
金
同

等
物
の
年
度
末
の
残
高
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

平成17年度 １年間のコスト額

※市民一人当たりのコスト額はＨ18年3月31日現在の人口47,884人で計算

市民１人当たりコスト金額内　　　　容性質別区分

 7万7,730円 37億2,204万円職員の給料・手当など
人にかかる
コスト　　

14万4,433円 69億1,602万円
旅費・消耗品費・光熱
水費、臨時職員賃金等、
建物の修繕費など

物にかかる
コスト　　

12万1,362円 58億1,128万円

生活保護・児童福祉・
身体障害者交付金等、
市から他団体等への補
助金など

移転支出的な
コスト　　 

 1万1,400円  5億4,586万円
市債及び一時借入金の
利子、災害復旧にかか
る経費など

その他に  
かかるコスト

35万4,924円169億9,520万円合　　　計

平成17年度 １年間の収入額
行政コストに
対する比率

収入金額内　　　　容区　分

6.6％ 11億2,827万円
各種使用料・手数料、
財産貸付収入、寄付金、
諸収入など

使用料・
手数料等

11.2％ 19億  254万円
国・県からの補助金等
で、資産形成にかかわ
らないもの

国 ・ 県支出金

82.2％139億6,439万円
市税、地方交付税交付
金など

一般財源等

169億9,520万円合　　　計

キャッシュ・フロー計算書
（平成17年４月１日～平成18年３月31日）

 Ⅰ　行政活動によるキャッシュ・フロー
  １　税収　　　　　　　　　　　　　　　　　　 59億7,818万円
  ２　使用料及び手数料収入　　　　　　　　　　  4億7,261万円
  ３　人件費による支出　　　　　　　　　　　　-36億1,627万円
  ４　物件費による支出　　　　　　　　　　　　-25億8,059万円
  ５　維持補修費による支出　　　　　　　　　　 -6億4,448万円
  ６　扶助費による支出　　　　　　　　　　　　-14億3,421万円
  ７　諸収入　　　　　　　　　　　　　　　　　  5億1,975万円
　　　　　　　　　　　　　小　　計 　　　　　 -13億  501万円
  ８　交付金による収入　　　　　　　　　　　　 67億9,872万円
  ９　国庫及び都道府県支出金による収入　　　　 17億2,487万円
  10　分担金・負担金・寄附金による収入　 　　　　  7,863万円
　11　補助費等による支出　　　　　　　　　　　-24億8,761万円

        行政活動によるキャッシュ・フロー       48億  960万円

 Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー
  １　有形固定資産の取得による支出　　　　　　-20億9,520万円
  ２　国庫及び都道府県支出金による収入　　　　  3億7,125万円
  ３　財産の売却・運用による収入　　　 　　　　    4,679万円
  ４　貸付金元利収入　　　　　　　　　　　　　  3億1,683万円
  ５　貸付金の貸付による支出　　　　　　　　　 -3億       円
  ６　投資及び出資による支出　　　　　　　　　　         0円
  ７　他会計・基金からの繰入による収入　　　　  2億  236万円
  ８　積立基金への積立てによる支出　　　　　      -8,266万円
  ９　他会計 ・ 定額運用基金への繰出しによる支出 -18億8,985万円

        投資活動によるキャッシュ・フロー      -34億3,048万円
 Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー
  １　地方債発行による収入　　　　　　　　　　 17億1,250万円
  ２　地方債償還による支出　　　　　　　　　　-19億7,801万円
  ３　支払い利子・公債諸費による収入　　　　　 -4億4,151万円
        財務活動によるキャッシュ・フロー       -7億  702万円
 Ⅳ　現金及び現金同等物の増加額　　　 　　　　  6億7,210万円
 Ⅴ　現金及び現金同等物の繰越残高　　 　　　　 22億5,198万円
 Ⅵ　現金及び現金同等物の年度末残高 　　　　　 29億2,408万円
　　（内訳）　　　　　　　　　　財政調整基金 　 16億7,940万円
　　　　　　　　　　　　　　　　減債基金　　　  6億1,485万円
　　　　　　　　　　　　　　　　歳計現金　　　  6億2,983万円
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市
で
は
、
年
々
増
え
続
け
る
ご
み
の
減
量
化

の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

今
回
、
減
量
化
対
策
の
考
え
を
市
民
の
皆
様

に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
十
八
年
九
月

二
十
六
日
か
ら
十
一
月
二
十
九
日
に
か
け
て
、

市
内
七
十
六
区
を
対
象
に
、
七
十
三
会
場
に
お

い
て
、
ご
み
減
量
化
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
人
数
は
総
数
三
、
七
七
六
人
で
、
男
性

一
、 四
〇
四
人 （
三
十
七
・
二
㌫
）、
女
性
二
、
三

七
二
人 （
六
十
二
・
八
㌫
）
と
大
勢
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
み
減
量
化
に
向
け
て
、
説
明
会
で
い
た
だ

い
た
ご
意
見
等
を
踏
ま
え
、
よ
り
効
果
的
な
取

り
組
み
に
な
る
よ
う
検
討
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

今
後
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
ご
み
減
量
化
説
明
会
で
出
さ
れ
た

主
な
意
見
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
市
の
お
答
え

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●
有
料
化
に
つ
い
て

Ｑ
１　

有
料
化
・
プ
ラ
の
分
別
・

指
定
袋
の
変
更
の
実
施
は
い
つ

か
ら
で
す
か
。

Ａ
１　

平
成
十
九
年
度
途
中
か
ら

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
２　

布
団
・
剪
定
木
な
ど
、
ご

み
袋
に
入
ら
な
い
も
の
は
ど
の

よ
う
に
し
て
出
す
の
で
す
か
。

Ａ
２　

有
料
シ
ー
ル
を
購
入
し
て

い
た
だ
き
、
シ
ー
ル
を
貼
っ
た

う
え
で
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
３　

有
料
化
や
分
別
は
北
衛
の

構
成
市
町
で
足
並
み
を
そ
ろ
え

て
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

Ａ
３　

ご
み
（
一
般
廃
棄
物
）
の

処
理
は
、
法
律
の
う
え
で
は
各

自
治
体
が
行
う
と
な
っ
て
い
る

こ
と
や
、
構
成
市
町
の
中
で
ご

み
の
量
が
五
割
を
超
え
る
中
野

市
が
率
先
し
て
減
量
化
す
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
４　

料
金
の
徴
収
は
ど
の
よ
う

に
行
う
の
で
す
か
。

Ａ
４　

中
野
市
独
自
の
指
定
袋
を

作
製
し
、
小
売
店
で
袋
代
金
に

手
数
料
を
上
乗
せ
し
て
販
売
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装　

　

分
別
収
集
に
つ
い
て

Ｑ
１　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
分
別
収

集
し
た
後
は
何
に
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
る
の
で
す
か
。

Ａ
１　

原
材
料
化
、
油
化
、
高
炉

還
元
剤
、
ガ
ス
化
な
ど
で
す
。

そ
の
他
、
擬
木
や
ベ
ン
チ
な
ど

に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
２　

プ
ラ
の
分
別
に
よ
り
東
山

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
に

影
響
は
な
い
の
で
す
か
。

Ａ
２　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
を
分
別
収
集
し
て
も
、
そ
の

他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
数

多
い
た
め
、
影
響
が
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 ま
た
、
温
度
が

下
が
ら
な
い
よ
う
に
焼
却
炉
の

制
御
装
置
を
改
良
し
て
あ
り
ま
す
。

●
指
定
袋
に
つ
い
て

Ｑ
１　

今
ま
で
の
袋
は
ど
う
な
る

の
で
す
か
。

Ａ
１　

有
料
シ
ー
ル
を
作
製
し
、

そ
の
シ
ー
ル
を
貼
付
し
て
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。

Ｑ
２　

袋
へ
の
記
名
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ
２　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
が
あ

り
、
当
面
実
施
し
な
い
考
え
で
す
。

●
不
法
投
棄
・
野
焼
き
に
つ
い
て

Ｑ
１　

有
料
化
や
ご
み
の
分
別
が

厳
し
く
な
る
と
不
法
投
棄
・
野

外
焼
却
が
増
え
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
不
法
投
棄
対
策
、

野
外
焼
却
に
対
す
る
監
視
体
制

を
し
っ
か
り
や
っ
て
ほ
し
い
。

Ａ
１　

不
法
投
棄
や
野
外
焼
却
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
犯
罪

で
す
。
警
察
署
や
県
な
ど
と
連

携
し
て
防
止
の
強
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
野
市
公
害
防
止
指
導
員
の
パ

ト
ロ
ー
ル
強
化
や
、
市
職
員
に

よ
る
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

に
よ
り
未
然
防
止
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
予

防
策
と
し
て
、「
地
域
の
目
」
も

重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
こ
の
他
の
ご
意
見
に
対
す
る
市

　

の
考
え
方

①
祝
祭
日
等
が
あ
る
週
に
つ
い
て

は
、
可
燃
ご
み
の
収
集
に
つ
い

て
週
二
回
に
な
る
よ
う
日
程
調

整
し
て
い
き
ま
す
。

②
説
明
会
は
今
回
に
限
ら
ず
ご
希

望
が
あ
れ
ば
、
区
単
位
や
各
種

団
体
単
位
等
で
も
説
明
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
減
量
化
対
策
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
周
知
期
間
を
設
け
、
新

し
い
分
別
に
つ
い
て
の
説
明
チ

ラ
シ
な
ど
を
作
成
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ご
意
見
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
市
役
所
環
境
課
衛
生
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
４
５
）、

豊
田
支
所
市
民
環
境
課
市
民
環
境

係（�
�
３
１
１
１
内
線
１
３
５
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲各会場で説明を行いました（写真：間山公民館）

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ごみ減量化説明会で
いろいろなご意見をいただきました

▲このマークが
ついているも
のは分別収集
の対象となり
ます
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窓
口
業
務
を
よ
り
便
利
に
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
市

民
生
活
に
関
わ
り
の
深
い
業
務
に
つ

い
て
、
異
動
の
多
い
三
月
中
旬
か
ら

四
月
中
旬
の
日
曜
日
の
午
前
中
、
市

役
所
本
庁
に
お
い
て
、
休
日
窓
口
業

務
を
行
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

実 
施 
日　

三
月
十
八
日
、
三
月
二
十
五
日
、
四
月
一
日
、
四
月
八
日

　
　
　
　
　
（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）

実
施
時
間　

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で

※
ご
不
明
な
点
は
、
市
役
所
（�
�
２
１
１
１
）
の
各
業
務
担
当
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

取り扱う業務

※他市町村、 関係機関等に確認を必要とする業務は取り扱いできません。

業　務　内　容担当課業　務　内　容担当課

・国民健康保険加入、喪
失手続

・福祉医療申請（乳幼児
除く）、身体障害者手
帳、療育手帳、精神障
害者保健福祉手帳、自
立支援法障害者福祉サ
ービスの受付

福
祉
課

・戸籍謄本・抄本、除籍、
　改正原戸籍に関する証
明書の交付

・住民票の写し、戸籍の
附票、住民票記載事項
証明書の交付

・印鑑登録・廃止の申請
の受付、印鑑登録証明
書の交付

・税関係証明書の交付
・戸籍の届出（出生、死
亡、婚姻、離婚、転籍、
養子縁組等）の受付

・住所異動届の受付
・国民年金の一般申請免
除、学生特例免除申請
の受付

市
民
課 ・児童手当申請受付

・福祉医療申請 （乳幼児）
　受付

子
育
て
課

・保育園入所・退所手続
保
育
課

・小･中学校の転校手続
育
課　

学
校
教

・水道の開閉栓手続
・上下水道料金の収納

道
課　

上
下
水

・市税の収納
税
務
課

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
家
用
の
野
菜
や
花
等
を
栽
培
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
に
触

れ
親
し
み
農
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
で
は
ふ
れ
あ
い
農
園

の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
四
月
一
日
か
ら
新
た
に
大
俣
地
区
に
お
い
て
も
、

開
園
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
利
用
を
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

新
規
農
園
の
概
要

区
画
数　

三
十
二
区
画

一
区
画
面
積　

五
十
平
方
メ
ー
ト
ル

年
間
使
用
料 （
一
区
画
）  
千
五
百
円

貸
付
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
農
業
者
以
外

の
方

※
区
画
が
埋
ま
り
次
第
締
め
切
り
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
農
園
を
開
園
し
ま
す

農
地
の
貸
し
付
け

新規就農をお考えの方へ

　農業従事者の高齢化、後継者不足等が進行する
中で、新たな農業の担い手を確保育成し、地域農
業の振興を図るため、新規就農される方を支援し
ています。

新規就農者支援制度を
ご利用ください

申し込み・問い合わせ先
市役所農政課農政係（� （22） ２１１１内線２５０）

▲

▲

●支援対象者

※いずれも支援終了後、３年以上営農の継続が見
込まれる方に限ります。

おおむね45歳までの市内農家の子弟で就
農前に先進農家、農業研究機関等で研修
を予定している方

　新規
　後継者

おおむね45歳までの市内において専ら農
業で生計を立てている方で、一時就農を
中断し先進農家、農業研究機関等で研修
を予定している方

　先進農
　業技術
　研修者

専ら農業で生計を維持することを目的に、
 市内にⅠターン等をした、 おおむね45歳
までの市内で新たに農業を営む方

　新規
　参入者

▼大俣地区
　ふれあい農園の位置図

休
日
窓
口
業
務

休
日
窓
口
業
務

①

②

③

支援金額　予算の範囲以内でそれぞれ
　　　　　１人当たり月額５万円以内
支給期間　① ・ ②は１年以内、 ③は２年
　　　　　以内
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県
民
交
通
災
害
共
済
は
、
加
入

者
が
出
し
合
っ
た
会
費
を
元
に
、

交
通
事
故
な
ど
の
交
通
災
害
に
あ

っ
た
場
合
に
、
見
舞
金
が
支
給
さ

れ
る
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。

　

こ
の
共
済
は
、
会
費
が
年
間
一

人
四
〇
〇
円
で
、
入
・
通
院
二
日

以
上
の
傷
害
か
ら
見
舞
金
支
給
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
、
県

民
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し

ょ
う
。

加
入
資
格

平
成
十
九
年
四
月
一
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
る
方
ま
た
は
就
学

の
た
め
に
市
外
に
住
所
が
あ
る
方

共
済
期
間

平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

二
十
年
三
月
三
十
一
日

会
費　

一
人
年
額　

四
〇
〇
円

申
し
込
み
方
法

全
世
帯
に
お
配
り
し
ま
す
申
し
込

み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

組
（
班
）
長
さ
ん
ま
た
は
市
役
所
市

民
課
・
豊
田
支
所
市
民
環
境
課
へ
会

費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

次
の
方
は
、
市
で
加
入
申
し
込

み
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

園
児
、
小
・
中
学
生
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
一
か
ら
三
級
を
お

持
ち
の
方
・
療
育
手
帳
を
お
持

ち
の
方
・
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

※
見
舞
金
の
額
な
ど
詳
し
く
は
、

全
世
帯
に
お
配
り
し
ま
す
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
市
民
課
生
活
交
通
安
全
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
３
８
）

豊
田
支
所
市
民
環
境
課
市
民
環
境

係（�
�
３
１
１
１
内
線
１
３
１
）

　

市
で
は
、
多
発
す
る
交
通
事
故

を
抑
止
す
る
た
め
、
昨
年
七
月
三

日
に
「
交
通
死
亡
事
故
多
発
非
常

事
態
宣
言
」
を
発
令
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
令
に
伴
い
、
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
中
野
警
察
署
、
県
の

関
係
機
関
及
び
中
高
交
通
安
全
協

な
ど
各
団
体
の
協
力
を
得
て
、
市

内
大
型
店
店
頭
で
の
チ
ラ
シ
配
布

に
よ
る
啓
発
活
動
や
交
通
指
導
所

の
開
設
等
、
交
通
事
故
防
止
に
努

め
て
き
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
は
、
一
人
ひ
と
り
の

心
が
け
で
未
然
に
防
げ
ま
す
。

「
交
通
安
全
の
主
役
は
自
分
自

身
」
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識

し
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
防
止
の
お
願
い

―
交
通
安
全
は
自
分
こ
そ
が
主
役
―

・ シートベルト、 チャイルドシートの着用
・飲酒運転の防止
・右側通行や横断歩道などの歩行
・夜間外出時には夜光反射材等を
身につける

　

市
で
は
、
中
野
市
農
村
勤
労
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
、
屋
外
競
技
が
で

き
る
屋
内
運
動
施
設
と
し
て
改
修

を
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
改
修
に
よ
り
、
施
設
の

床
面
が
人
工
芝
と
な
り
ま
す
の
で
、

フ
ッ
ト
サ
ル
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

テ
ニ
ス
、
野
球
の
練
習
等
が
で
き

る
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

改
修
し
た
施
設
の
使
用
は
、
四

月
初
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
施
設
予
約
は
三
月
一
日

�
か
ら
中
野
市
民
体
育
館
事
務
室

に
お
い
て
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、 改
修
工
事
に
伴
い
、
こ

の
施
設
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（�
�

３
５
７
２
）

▲浜津ヶ池近くの中野市農村勤労福祉センター

県
民
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

県
民
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

中
野
市
農
村
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

中
野
市
屋
内
運
動
場
に
改
修
し
ま
す

　

先
進
的
な
農
業
が
発
達
し
た
中

野
市
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽
培

の
果
樹
産
業
と
施
設
で
栽
培
す
る

き
の
こ
産
業
が
発
展
し
て
い
ま
す
。

そ
の
反
面
、
施
設
化
さ
れ
て
い
な

い
畑
地
や
田
の
荒
廃
が
目
立
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
な
る
べ
く
手

が
か
か
ら
ず
、
少
し
で
も
収
入
が

得
ら
れ
る
活
用
方
法
を
皆
さ
ん
か

ら
募
集
し
、
遊
休
荒
廃
農
地
解
消

に
有
効
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う

と
思
い
ま
す
。
自
ら
の
ア
イ
デ
ィ

ア
を
実
践
し
て
い
た
だ
け
る
方
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
条
件　

平
成
十
九
年
度
に
、

中
野
市
の
土
地
を
利
用
し
、
自
ら

の
有
効
利
用
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
実

践
し
て
い
た
だ
け
る
方

※
大
賞
に
は
豪
華
な
賞
を
贈
り
ま

　

す
。

募
集
期
間　

平
成
十
九
年
三
月
三

十
一
日
ま
で

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い

※
応
募
用
紙
、
応
募
要
領
等
詳
し

く
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://www.city.nakano.nagano.jp

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
農
政
課
振
興
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
２
５
３
）

Ｅ
メ
ー
ル

nosei@
city.nakano.nagano.jp

遊
休
荒
廃
農
地
復
活
大
賞
募
集
！

―
ア
イ
デ
ィ
ア
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
―

―
ア
イ
デ
ィ
ア
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
―
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募
集
内
容

市
内
の
農
業
者
で
農
産
物
直
売
所

ま
た
は
観
光
農
園
を
営
み
、
主
に

自
ら
栽
培
・
農
家
か
ら
直
接
仕
入

れ
た
中
野
市
産
農
産
物
を
販
売
し
、

そ
の
設
置
個
所
に
お
い
て
一
般
の

方
と
責
任
を
持
っ
て
農
産
物
の
取

引
を
行
う
者
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

施
設
用
件

・
車
道
に
面
し
、
通
行
し
て
い
る

　

市
内
を
訪
れ
る
方
々
に
、
農
産
物
等
直
売
所
や
観
光
農
園
を
紹
介

す
る
「
お
立
ち
寄
り
情
報
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
、
今
年
も
新
た
に
作

成
い
た
し
ま
す
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

農
産
物
直
売
所
・
観
光
農
園
紹
介

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
掲
載
希
望
者
募
集

▲前回発行した
　　パンフレット

　
「
首
都
圏
ふ
る
さ
と
信
州
中
野
会
」
及
び
「
関
西
ふ
る
さ
と
信
州
中

野
会
」
で
は
、
引
き
続
き
会
員
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

県
外
に
在
住
の
ご
家
族
・
ご
友
人
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
こ
の
機
会
に
是
非
、
こ
の
会
へ
の
入
会
を
お
誘
い
い
た
だ
き
、
ふ

る
さ
と
中
野
市
と
の
繋
が
り
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　

入
会
者
を
ご
紹
介
し
て
い
た
だ

け
る
方
は
、
広
報
な
か
の
一
月
号

に
掲
載
し
ま
し
た
入
会
申
込
紹
介

書
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

入
会
申
込
紹
介
書
を
受
け
付
け

ま
し
た
ら
、
入
会
希
望
者
へ
入
会

案
内
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

首
都
圏
ふ
る
さ
と
信
州
中
野
会

で
は
平
成
十
九
年
度
総
会
を
開
催

し
ま
す
。
二
年
に
一
度
の
総
会
に

は
毎
回
大
勢
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ

れ
、
ふ
る
さ
と
中
野
市
を
懐
か
し

ん
で
い
ま
す
。

期
日　

四
月
七
日�

時
間　

午
後
一
時
か
ら

会
場　

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

（
私
学
会
館
）
東
京
都
千
代
田
区

九
段
北
四－

二－

二
五

会
費　

六
千
円

そ
の
他　

今
回
新
規
に
首
都
圏
ふ

る
さ
と
信
州
中
野
会
へ
入
会
さ
れ

る
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。（
入

会
者
へ
総
会
の
案
内
通
知
を
お
送

り
し
ま
す
）

※
関
西
ふ
る
さ
と
信
州
中
野
会
の

総
会
に
つ
い
て
は
、
秋
頃
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
紹
介
先

市
役
所
企
画
情
報
課
統
計
交
流
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
１
７
、

Ｆ
Ａ
Ｘ�
�
０
３
４
９
）

Ｅ
メ
ー
ル

tokei@
city.nakano.nagano.jp

●
入
会
者
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

●
首
都
圏
ふ
る
さ
と
信
州
中
野
会

　
　
　
　
　
　
　
　

総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

 「
ふ
る
さ
と
信
州
中
野
会
」の

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

受
け
付
け
た
個
人
情
報
は
、

厳
正
に
保
管
管
理
し
、

ふ
る
さ
と
信
州
中
野
会

運
営
目
的
の
み
使
用

し
ま
す
。

　

四
月
か
ら
中
野
市
屋
内
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
は
指
定
管
理
施
設
に
な

り
、�
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
施
設
の
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

四
月
か
ら
の
使
用
申
込
方
法
に

つ
い
て
は
、
月
曜
日
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
、
そ
の
他
の
曜

日
は
帯
の
瀬
ハ
イ
ツ
で
受
け
付
け

を
し
ま
す
。

※
三
月
ま
で
は
通
常
ど
お
り
、
市

役
所
健
康
長
寿
課
で
受
け
付
け

し
ま
す
。

　

使
用
料
は
下
表
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
が
、
七
十
歳
以
上
の
高
齢

者
及
び
中
学
生
以
下
の
方
は
全
額

無
料
と
な
り
ま
す
。

問い合わせ先
市役所健康長寿課長寿支援係 〈中野保健センター内〉
（�(22)2111内線243）
豊田支所健康福祉課健康長寿係(�(38)3111内線121)

中野市屋内ゲートボール場の
使用について

●屋内ゲートボール場の使用料 （４月１日から）

午後
午後１時から
午後５時まで

午前
午前８時30分から
午後０時30分まで

コート１面コート１面

1,000円1,000円

市内に住所を有す
る方及び市内の事
業所に勤務する方
並びにそれらの方
で構成する団体  

使
用
料

3,000円3,000円上記以外の方

　200円　200円照明施設使用料

１台につき100円１台につき100円暖房器具使用料

使用区分

種　別

　

人
か
ら
看
板
・
旗
な
ど
で
施
設

が
認
知
で
き
る
も
の

・
一
カ
月
以
上
設
置
さ
れ
、
延
べ

十
四
日
以
上
営
業
さ
れ
る
も
の

で
、
開
設
す
る
期
間
や
日
時
等

が
定
め
ら
れ
て
い
る
施
設

掲
載
内
容

名
称
、
所
在
、
販
売
責
任
者
、
連

絡
先
、
開
設
期
間
、
開
設
日
、
主

品
目
等

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
設
置
個
所

市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
コ
ン
ビ

ニ
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

申
込
期
限　

二
月
二
十
八
日�
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
売
れ
る
農
業
推
進
室

（�
�
２
１
１
１
内
線
３
８
１
）
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●
対
象
と
な
る
事
業

自
ら
の
知
恵
と
工
夫
に
よ
り
自
主

的
、
主
体
的
に
取
り
組
む
地
域
の

元
気
を
生
み
出
す
モ
デ
ル
的
で
発

展
性
の
あ
る
事
業

●
支
援
金
の
交
付
額

・
道
路
、
水
路
、
建
物
等
の
建
設

ま
た
は
改
修
、
一
件
十
万
円
以

上
の
備
品
の
取
得
な
ど
の
ハ
ー

ド
事
業
…
三
分
の
二
以
内

・
ハ
ー
ド
事
業
以
外
の
ソ
フ
ト
事

業
…
十
分
の
十
以
内

対
象
団
体

市
内
に
活
動
拠
点
の
あ
る
公
共
的

団
体
等
（
区
、
地
域
づ
く
り
を
行

う
グ
ル
ー
プ
や
協
議
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど
）

応
募
期
日　

二
月
二
十
日�
ま
で

応
募
方
法

次
の
書
類
を
企
画
情
報
課
へ
三
部

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
地
域
発 
元
気
づ
く
り
支
援
金

事
業
計
画
書

②
事
業
計
画
図
書
（
位
置
図
、
見

取
図
、
設
計
図
、
設
計
書
等
）

③
公
共
的
団
体
等
の
規
約（
会
則
）

④
予
算
書

⑤
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
事
業
内

容
、
経
費
の
積
算
を
説
明
す
る

書
類
等

※
そ
の
他
詳
し
い
内
容
は
、
県
の

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
計
画
書
の
様
式
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref/nagano.jp/sou

m
u/shichoson/genki/genkisienki
nbosyu.htm

l

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
企
画
情
報
課
企
画
調
整
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
１
６
）

　

県
で
は
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
「
地
域
発 
元
気
づ
く
り
支
援
金
」
を

創
設
し
、
地
域
づ
く
り
を
実
践
さ
れ
る
皆
さ
ん
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

　
「
地
域
を
よ
く
し
た
い
」 「
こ
ん
な
活
動
を
し
て
み
た
い
」 な
ど
、
地
域

づ
く
り
に
こ
の
支
援
金
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

活
用
を
希
望
さ
れ
る
団
体
等
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 「
地
域
発 
元
気
づ
く
り
支
援
金
」 を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

平
成　

年
度 
事
業
募
集

19

問い合わせ先　市役所道路河川課維持係（�（22） 2111 内線263）
　　　　　　　豊田支所建設課建設係（�（38） 3111 内線151）

●夜間 ・ 早朝の作業にご理解を
除雪や排雪作業は、交
通渋滞を引き起こさな
いために交通量が少な
い夜間や早朝に行われ
ます。ご理解をお願い
します。

●除雪車に近寄らないで
除雪作業は、大型の機械で行うため、
前後約10㍍ は死角となります。除雪
車には絶対に近寄らないでください。

●道路に雪を捨てないで
除雪車が寄せた雪を道路に戻した
り各家庭の雪を道路に出したりし
ないでください。

●通行規制にご協力を

●路上駐車はやめましょう
路上での駐停車は、除
雪作業の妨げとなりま
す。決められた場所以
外での駐停車はやめま
しょう。

除雪や排雪作業を迅速・安全に進めるため、
道路を一時通行止めにすることがあります。
ご理解ご協力をお願いします。

●急ブレーキは危険！
急ブレーキを使わなくてもよい運転を
しましょう。

●走行に適したタイヤの装着を
雪道の走行には冬用タイヤの装着が必要です。高速道路の「普通タイヤ車チ
ェーン装着」規制区間でも、冬用タイヤなら走行できます。

●発進時はゆっくり慎
　重に！
【オートマチック車】
車がある程度動くまで、エンジン
回数は1,000回転以下を保つ。
【マニュアル車】
エンジン回転を1,000～1,200回転
以下に維持した微妙なクラッチワ
ークがコツ。カーブ手前で十分に
減速を。

●怖い下り坂！
下り坂の途中でブレーキを踏んだり、不
用意なシフトダウンはスリップを招きま
す。下り坂に入る前に、十分な減速と適
切なギアにシフトダウンして、エンジン
ブレーキを効かせながら下りましょう。

●スリップ中のブレーキは禁物！
走行中に横滑りやスリップが発生したらブレーキは禁物。アクセルを戻しハンドルを
すばやく尻振りした方向に切る「カウンターステア操作」でくい止めるようにします。
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～ペットボトルの出し方～
ごみの減量・分別のワンポイント⑪

●中身を使い切り、きれいに洗ってから出し
ましょう！
●キャップは可燃ごみに出してください。
●飲み口に残ったリング及びラベルは、取る
必要はありません。
●ペットボトルはつぶしても構いません。
●各区の指定場所に用意された青い網に入れ
てください。

▼プラスチック製容器包装 “プラ” の分別を実施した場合の変更点▼
●キャップは“プ
ラ”となります。
●ラベルは取り
外し、“プラ”
となります。

　

今
月
の
売
れ
農
情
報
局
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
中
野
市
産
農
産
物
の

応
援
団
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
販
売
し
た�
お
い
し
い
年
賀
状�

の
当
選
発
表
を
し
ま
す
。 　

市
が
所
蔵
す
る
美
術
作
品
を
、

北
部
･
西
部
･
豊
田
公
民
館
の
市

内
三
会
場
で
巡
回
展
示
し
ま
す
。

　

中
野
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
の

絵
画
や
彫
刻
を
は
じ
め
、
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
常
設
展
示
し
て
い
る
著

名
現
代
作
家
の
銅
石
版
画
な
ど
約

三
十
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

　

よ
り
多
く
の
方
に
気
軽
に
美
術

作
品
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

の
で
、
大
勢
の
皆
さ
ん
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

�
お
い
し
い
年
賀
状�
当
選
発
表

●当選した年賀状をお持ちの方へ
■持参　当選した年賀状(本物)又はコピーを売れる農業推
進室までお持ちいただき、当選者の住所、氏名、電話番号
を教えてください。
■郵送又はＦＡＸ　当選した年賀状の裏面をＦＡＸ又は郵
送でお送りいただく場合は、当選者の住所、氏名、電話番
号も明記してください。
※ハガキは、確認後、返却又は返送します。
　年賀状に記載されている内容や差出人の住所等を隠して
お送りいただいても結構です。
申し出の締切日　２月２８日(水) 必着
　　　　　　 　（締切日を過ぎると無効になります）
賞品の引渡し　ご自宅へ宅配します
賞品発送日　　３月９日(金)

当選ハガキの受付・問い合わせ先
〒383-0031 長野県中野市南宮１番11号
　　　　　 中野市南宮庁舎 中野市役所  経済部
　　　　　 売れる農業推進室
ＴＥＬ　０２６９－２２－２１１１　内線３８１
ＦＡＸ　０２６９－２２－５９２４

おいしい年賀状　当選番号
0009 0014 0037 0066 0111 0149 0157 0424 0476 0498
0738 0769 0814 0826 0841 1000 1060 1286 1430 1546
1581 1619 1629 1644 1646 1708 1733 1961 1978 1989
2004 2056 2111 2299 2336 2373 2375 2429 2461 2739
2756 2773 2781 2921 2995 3011 3062 3187 3207 3225
3454 3579 3677 3743 3746 3987 3991 4006 4159 4307
4364 4373 4416 4503 4547 4716 4754 4779 4782 4881
4902 4964 5058 5115 5195 5258 5273 5302 5326 5431
5484 5590 5666 5747 5870 5928 6145 6148 6271 6305
6392 6483 6561 6613 6655 6659 6766 6791 6820 6988

開場時間　午前９時～午後４時まで
休 館 日　会期中は無休
入　　場　無料
●展示作品
日本画・油彩画・水彩画・彫刻・銅版
画・石版画など
●展示作家（五十音順・敬称略）
笠松紫浪・菊池一雄・菊池契月・桜田晴
義・高橋政文・土屋貢・寺瀬黙山・西澤
今朝夷・三沢忠・山田晃など

問い合わせ先
信州中野銅石版画ミュージアム
（�（22）４８０１）

会　　期会　　場

２月１６日�～２１日�
北部公民館  
１階視聴覚室

２月２３日�～２８日�
西部公民館　
１階会議室

３月２日�～７日�
豊田公民館　
２階会議室

巡回美術展を
開催します

▲去年の巡回美術展の様子

到着日及び時間の指定はできません。
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平
成
十
八
年
中
に
市
内
で
は
火

災
が
二
一
件
（
中
野
消
防
署
管
内

一
九
件
、
豊
田
消
防
署
管
内
二

件
）
発
生
し
、
前
年
に
比
べ
て
五

件
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
火
件
数
の
内
訳
は
、
建
物
火

災
が
一
五
件
、
車
両
火
災
が
三
件
、

そ
の
他
火
災
が
三
件
で
し
た
。

　

人
口
一
万
人
当
た
り
の
出
火
件

数
（
出
火
率
）
は
五
・
三
件
で
、

死
者
は
残
念
な
が
ら
一
名
発
生
、

負
傷
者
も
一
三
名
発
生
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

出
火
原
因
で
は
、「
た
き
火
の

拡
大
」、「
コ
ン
ロ
取
り
扱
い
」、

「
た
ば
こ
」
な
ど
人
的
に
よ
る
も

の
が
二
件
ず
つ
発
生
し
て
お
り
、

コ
ン
セ
ン
ト
の
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現

象
に
よ
る
も
の
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
の
損
害
額
は
、
六
、
七
九

六
万
円
で
、
前
年
と
比
較
す
る
と

約
六
、
三
〇
〇
万
円
の
増
。
ま
た
、

一
日
当
た
り
に
す
る
と
、
約
一
九

万
円
の
損
害
が
生
じ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

火
災
の
逃
げ
遅
れ
の
被
害
を
防

ぐ
た
め
に
火
災
予
防
条
例
が
改
正

さ
れ
、「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
が

設
置
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
、
火
災
の
な
い
中
野
市
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

　

市
内
に
お
い
て
発
生
し
た
危
険

物
（
灯
油
等
）
の
漏
え
い
事
故
の

件
数
は
一
四
件
で
前
年
に
比
べ
二

件
の
減
で
し
た
。

　

発
生
原
因
の
多
く
は
、
小
分
け

中
の
監
視
・
管
理
・
確
認
不
十
分

の
人
的
要
因
が
七
件
で
、
積
雪
に

よ
り
配
管
が
破
損
し
た
漏
え
い
事

故
も
あ
り
ま
し
た
。

　

危
険
物
が
漏
え
い
す
る
と
火
災

の
危
険
や
地
盤
、
水
質
を
汚
染
し

て
し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

取
り
扱
う
際
に
は
細
心
の
注
意

を
持
っ
て
安
全
確
保
に
努
め
、
も

し
漏
え
い
事
故
を
発
見
し
た
ら
い

ち
早
く
市
役
所
・
消
防
署
へ
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
内
の
救
急
車
の
出
場
件
数
は
、

一
、
四
四
六
件
（
前
年
比
、
中
野

消
防
署
管
内
六
六
件
減
・
豊
田
消

防
署
管
内
三
六
件
減
）
で
し
た
。

　

ま
た
、
救
急
車
で
運
ば
れ
た
人

数
は
、
一
、
三
九
九
人
（
前
年
比
、

中
野
消
防
署
管
内
四
三
人
減
・
豊

田
消
防
署
管
内
一
八
人
減
）
で
、

市
民
の
約
三
三
人
に
一
人
が
救
急

搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

原
因
別
で
は
「
急
病
」
が
最
も

多
く
九
一
七
件
、
次
に
「
一
般
負

傷
」
が
二
四
〇
件
、「
交
通
事
故
」

一
六
八
件
と
続
き
ま
し
た
。

　

携
帯
電
話
の
普
及
に
伴
い
、
携

帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
が

増
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
携
帯
電

話
で
の
１
１
９
番
通
報
は
岳
南
広

域
消
防
本
部
へ
直
接
入
電
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
通
報
場

所
の
電
波
状
況
に
よ
っ
て
、
近
隣

の
消
防
本
部
に
繋
が
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
通
報
時
に
は
市
町
村
名

を
は
っ
き
り
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

通
報
後
は
折
り
返
し
連
絡
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
携
帯
電
話
の
電
源
は
切
ら
ず
、

救
急
隊
の
到
着
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

■
危
険
物
に
係
る
事
故

■
救
急

市
内
で　

件
の
火
災
が
発
生�

21

■
火
災

救
急
出
場
件
数
は
一
、
四
四
六
件

火災・救急・危険物　平成18年中の事故の件数
―適切な初期消火、迅速な通報が生命や財産を守ります―

　

小
学
校
六
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い

る
家
庭
に
、
児
童
手
当
が
支
給
が
さ
れ
ま
す
。

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

　

児
童
手
当
は
、
申
請
を
し
て
い
た
だ
か
な
い
と

支
給
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
申
請
さ
れ
て

い
な
い
方
は
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

�
市
役
所
子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係

 　
（�
�
２
１
１
１
内
線
３
５
６
）

�
豊
田
支
所
子
ど
も
課
子
ど
も
係

 　
（�
�
３
１
１
１
内
線
１
２
１
）

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
満
二
十
歳
未

満
の
児
童
を
監
護
す
る
父
も
し
く
は
母
（
ど
ち
ら

か
所
得
の
多
い
方
）、
ま
た
は
養
育
者
に
対
し
て
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。（
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
）

　

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
親
と
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
な
い
十
八
歳
ま
で
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
母
親
や
児
童
と
同
居
し
養
育
し
て
い
る
人

に
対
し
て
、
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

■
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
ご
存
じ
で
す
か
？

■
児
童
扶
養
手
当
を
ご
存
じ
で
す
か
？

■
児
童
手
当
制
度
改
正
に
伴
う
申
請
手
続
き

　

は
お
済
み
で
す
か
？

お
知
ら
せ

等
の

児

童

手

当

中 野
志 館

長野県中野立志館高等学校開設準備室　発行
�0269－22－2197（中野高校）0269－22－2141（中野実業高校）
http://www.nagano-c.ed.jp/r ishikan/　�r ishikan@nagano-c.ed.jp
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各
種
健 （
検
） 診
の
お
申
し
込
み
を
！

　

平
成
十
九
年
度
か
ら
、
各
種
健

（
検
）診
の
受
診
料 〈
健 （
検
） 診
委

託
料
の
一
部
〉 を
、
皆
様
に
ご
負

担
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
七
十
歳
以
上
の
方
（
結

核
・
肺
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
六
十

五
歳
以
上
の
方
）や
生
活
保
護
受
給

世
帯
の
方
で
、
受
給
世
帯
員
で
あ

る
旨
を
証
す
る
書
を
、
健
（
検
）
診

会
場
の
受
付
で
提
示
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

各
種
健
（
検
）
診
の
受
診
料
は
、

左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
今
月
か
ら
、
平
成
十
九
年

度
の
各
種
健
（
検
）
診
の
申
し
込

み
が
始
ま
り
ま
す
。

　

各
区
の
保
健
補
導
員
さ
ん
が
、

健
（
検
）
診
の
対
象
と
な
る
世
帯

の
方
の
お
名
前
が
記
載
さ
れ
た

「
健
（
検
）
診
調
査
書
兼
申
込
書
」

を
配
布
と
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、

各
自
ご
記
入
い
た
だ
き
、
ご
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。（
申
込
書
は
、

中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
の
健
康
長

寿
課
ま
た
は
豊
田
支
所
健
康
福
祉

課
へ
直
接
提
出
し
て
い
た
だ
い
て

も
結
構
で
す
）

　

健
（
検
）
診
を
受
け
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
病
気
を
早
期
に

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

生
活
習
慣
病
を
見
直
す
た
め
の
目

安
に
も
な
り
ま
す
。
年
に
一
度
は

必
ず
健
（
検
）
診
を
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
骨
検
診
と
尿
中
塩
分
排

泄
量
検
査
は
実
施
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
配
布
さ
れ
る
「
健

（
検
）
診
の
ご
案
内
」
や
三
月
に

配
布
す
る
「
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受診料健（検）診名

無　　料
●基本（いきいき）健診
　<19歳以上>

間接撮影　２００ 円
直接撮影　３００ 円

●結核・肺がん検診
　肺がん検診<40歳以上>
　結核検診<65歳以上>

５００ 円
●胃がん検診
　<35歳以上>

２００ 円
●大腸がん検診
　<35歳以上>

視触診・超音波検査　４００ 円
マンモグラフィ　５００ 円

●乳がん検診<30歳以上>
●マンモグラフィ
　<40歳～74歳>

５００ 円
●子宮がん検診
　<20歳以上>

３００ 円
●前立腺がん検診
　<50歳以上>

無　　料
●歯科健診<19歳以上>
　ただし、40,50,60,70　
　歳の方は除く

５００ 円
●歯周疾患検診
　<40,50,60,70歳>

２００ 円
ただし、二次検診は５００円

●肝炎ウイルス検診
　<40歳、そのほか該当
　　される方>

平成19年度より、
　　　　 次の健(検)診が変わります

医師の視触診のほかに超音
波検査も全員に実施します。

●乳がん検診

検診車による検診は廃止し、
指定の医療機関にて受診し
ていただくことになります。

●子宮がん検診

いきいき健診時に併せて歯
科健診を行っていますが、平
成19年度は高丘・科野・倭・
上今井地区が対象です。

●歯科健診

40歳の方、その他該当される
方が対象となります。

●肝炎ウイルス検
　診

実施しません。
●骨検診
●尿中塩分排泄量検査▲健（検）診の様子

問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
健
康
長
寿
課
健
康
管

　

理
係
（�
�
２
１
１
１
内
線

　

２
４
２
、
有
線
２
０
６
０

６
）

●
豊
田
支
所
健
康
福
祉
課
（�

　
�
３
１
１
１
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
６
１

　

２
０
）
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国民健康保険の
   届け出のあれこれ

修学・卒業
健保加入・退職～ ～

▲一般用の国民健康保険
　被保険者証（緑色）

▲退職者用の国民健康保険
　被保険者証（オレンジ色）

健康保険は自動的には
切り替わりません！
重複加入にご注意ください重複加入にご注意ください
　会社などの健康保険（社会保険等）

に加入したり、家族でお勤めの方の

健康保険の被扶養者になったときに、

国保をやめる手続きをしていないと、

重複加入のままとなり、二重に保険

料（税）を払うこととなります。

　会社や健康保険から加入した旨の

国保へ通知がありませんので、必ず

ご自分で、市役所へ届け出をしてく

ださい。

修
学
の
た
め

　
　

転
出
す
る
と
き

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
で
、

修
学
の
た
め
市
外
へ
転
出
す
る
方

が
い
る
場
合
は
、
中
野
市
の
国
保

に
加
入
し
た
ま
ま
転
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
転
出
す
る
日
の
十
四
日

前
か
ら
、
市
役
所
で
手
続
き
が
で

き
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

国
保
の
保
険
証
、
印
鑑
、
在
学
証

明
書
（
後
日
提
出
可
）、
学
校
所
在

地
や
転
出
先
住
所
等
が
わ
か
る
も
の

学
校
を
卒
業
し
た
と
き

　

修
学
の
た
め
国
保
の
保
険
証
を

持
っ
て
転
出
し
て
い
た
方
が
卒
業

し
、
卒
業
後
も
就
職
し
て
い
な
い

と
き
は
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村

の
国
保
に
加
入
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

卒
業
後
十
四
日
以
内
に
、
市
役

所
へ
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

■
会
社
な
ど
へ
就
職
し
た
場
合

　

国
保
と
就
職
先
の
両
方
の
保
険

　

証
、
印
鑑

■
卒
業
後
、
中
野
市
へ
戻
っ
た
場
合

　

住
ん
で
い
た
市
区
町
村
の
転
出

　

証
明
書
、
国
保
の
保
険
証
、
印
鑑

健
保
に
加
入
し
た
と
き

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
が
、

お
勤
め
先
の
健
康
保
険
（
社
会
保

険
等
）
に
加
入
し
た
り
、
被
扶
養

者
に
な
っ
た
と
き
は
、
十
四
日
以

内
に
市
役
所
へ
国
保
を
や
め
る
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

国
保
と
お
勤
め
先
の
健
康
保
険
の

両
方
の
保
険
証
、
印
鑑

退
職
し
た
と
き

　

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き
、

再
就
職
先
で
健
康
保
険
に
加
入
す

る
場
合
を
除
き
、
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

①
退
職
さ
れ
た
お
勤
め
先
の
健
康

　

保
険
に
、
任
意
継
続
で
加
入
す
る

②
家
族
で
お
勤
め
の
方
が
加
入
し

　

て
い
る
健
康
保
険
の
被
扶
養
者

　

に
な
る

③
国
保
に
加
入
す
る

　

①
の
任
意
継
続
を
す
る
場
合
は
、

　

退
職
さ
れ
た
お
勤
め
先
に
、
②

　

の
被
扶
養
者
に
な
る
場
合
は
、

　

家
族
の
方
の
お
勤
め
先
に
お
問

　

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
③
の
「
国
保
に
加
入
す
る
」
の

　

場
合
は
、
退
職
後
十
四
日
以
内

　

に
市
役
所
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ

　

さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

健
康
保
険
離
脱
（
資
格
喪
失
）
証

明
書
ま
た
は
退
職
（
離
職
）
証
明

書
、
印
鑑
、
年
金
手
帳
、
六
十
歳

以
上
で
年
金
証
書
を
お
持
ち
の
方

は
年
金
証
書

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課
国
保
医
療
係
（
内

線
２
９
６
）
ま
た
は
豊
田
支
所
健

康
福
祉
課
福
祉
係（
内
線
１
２
１
）
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�

�
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���������
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■
卒
業
後
、
中
野
市
へ
戻
ら
な
い

　

場
合

　

国
保
の
保
険
証
、
印
鑑

国
保
税
は
一
世
帯
ご
と
、

「
世
帯
主
」
が
納
税
義
務

者
と
な
り
課
税
さ
れ
ま
す
。

保
険
証
が
変
わ
っ
た
ら
…

お
勤
め
の
関
係
や
、
転
入
、
転
出

な
ど
で
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合

に
は
、
必
ず
医
療
機
関
の
窓
口
に

新
し
い
保
険
証
を
提
示
し
て
確
認

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
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　1月23日、信濃グランセローズの公式練習グラウ
ンド決定記者会見が行われ、㈱長野県民球団の三沢
今朝治代表取締役社長から青木市長に、申出受諾書
が手渡されました。この会見の中で青木市長は、
「好評の『月の兎』のキャッチコピーは最愛の人と
巡り逢えるですが、待ちに待った今日、最愛の人に
巡り逢えたような気がする」とあいさつしました。
　また、会見終了後には、青木市長は公式戦使用帽
子をかぶり、木田監督と固い握手を交わしました。

��������

　新春を迎えた１月２日、新春走り初め大会を開催し
ました。
　この大会は、市民の体力向上と心身の健全な発達を
はかり、新たな気持ちで新年をスタートすることを目
的に毎年行っています。
　当日は厳しい寒さの中、市内外の子どもから大人ま
で約60名が参加。豊田文化センター前をスタート・
ゴール地点として、その周辺の約２キロのコースを走
りました。参加された皆さんは、今年１年も健康に元
気で過ごせるようにと、寒さを忘れて思い思いのペー
スで走っていました。

▲自分のペースで新年をスタート
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▲ピアノを弾きながらオリジナルの曲を歌う野田純子さんのライブ

��������	
��������	

　今回で43回目となる中山晋平記念音楽賞優秀賞入選
曲発表会を１月27日、市民会館ホールで開催しました。
　当日は、応募総数463曲の中から選ばれた入選曲18
曲の作曲及び作詞をされた受賞者の表彰式と、市内音楽
団体等により優秀賞に選ばれた８曲が発表されました。
　続く記念公演では、民話の黒姫物語がモチーフの
 「組曲・黒姫物語｣を制作し、 現在は市内で制作活動をし
ている野田純子さんのオリジナルライブが行われました。

▲優秀賞入選曲を受賞者と同じ学校のお友達で披露しました

　１月７日、中野地域成人式を市民会館ホールで開催
し、該当者490人のうち390人が出席されました。
　式では市長あいさつと来賓の祝辞に続き、南宮中学
校区から永田麻耶さん、中野平中学校区から高見澤信也
さん、高社中学校区から荻原明日香さんが代表であいさ
つを行い、その後の記念行事では抽選会も行われました。
　この成人式も平成20年度から豊田地域と統一して５月
の開催となり、今回で雪の舞う成人式も最後となりました。

����������
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　１月28日、なかの21市民講座の講演会が、中央公民
館講堂において開催されました。
　この『なかの21市民講座』は、21世紀のこれからを
いかに生きるべきか足元から課題を見つけて、問い深
めていくことを目標に開催しています。
　今回の講演会では、国際日本文化研究センター教授
の川勝平太先生を講師にお迎えし、「自然と調和した
生き方―農的ライフスタイルのすすめ―」と題して、
“緑豊かなふるさと”を目指す中野市について学び考
え合うご講演をいただきました。

��������	
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▲自然と調和した生き方について講演する川勝平太先生 ▲雪の中を家族と一緒に成人式会場へ向かいました

�����
　小正月の伝統行事『どんど焼き』が、市内の各区な
どで行われました。この行事は、今年の農作物の豊作
や来福を祈願するもので、この火でもちを焼いて食べ
ると病気にならない、書き初めを燃やして高く舞い上
がれば字が上手になるといわれています。
　会場では、各家庭から集められた門松やしめ縄、ダ
ルマなどを付けたやぐらに火がつけられると、夜空に
向かって勢いよく燃えあがり、集まった人たちは、家
から持ち寄った「もち」や「ものづくり」を焼き、今
年１年の無事や健康を祈りました。

▲字が上手になるように書き初めを燃やしました

　中野市消防団の出初式が１月４日、市民会館ホール
で行われました。式典に先立ち、消防団員が中野小学
校から市民会館までを行進。また、はしご乗り保存会
の皆さんによる伝統のはしご乗りも中央広場公園と市
民会館駐車場で披露されました。続く式典では、団長
のあいさつや市長訓示、また来賓では元消防庁長官の
板倉副知事などを迎え、各表彰などが行われました。

▲女性消防団員も行進し、市長と団長の閲団を受けました
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�▼ 豊國神社。春祭や秋
の例大祭のほか、新嘗
祭や除夜元旦祭の会場。

�▲ 雨引山観音寺。周囲に桜があ
り、春には花見が開かれる。参
道には多くの石碑が残っている。

�▼ 松川の川崎踊り（市指定無形民
俗文化財）。歌詞の構成や旋律の
優美さ、踊りの優雅さが特徴。

�▲ 南照寺(川東善光寺)。
本尊は、金銅阿弥陀三
尊像（秘仏）。

地域を知
ろう！

中野めぐり

　300年ほど前から伝承されている盆踊
り｢松川の川崎踊り｣が有名です。松川川
崎踊り保存会を中心に広く伝承活動に取
り組んでおり、昨年は中野祇園祭や｢里
帰り伊勢音頭全国大会｣に参加しました。
　また、本年６月には、南照寺の本堂建
立200年を機に、御開帳が行われます。

　雨引山（あまびきさん）の観音様が有
名で、地元の人をはじめ、県外から参拝
に来る方もいます。創建は不明ですが、
昔、飢饉の際に飯山藩主が雨乞いをした
ところ、雨が降ったことから名付けられ
たと言われています。また、仁王門も立
派な造りで、仁王像が安置されています。
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 田   上  区
た がみ

   松   川  区
まつ かわ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

倭地区倭地区

科野科野
地区地区

平岡平岡
地区地区

中野中野
地区地区

永田地区永田地区

豊津地区豊津地区

上今井上今井
地区　地区

長丘長丘
地区地区

平野平野
地区地区

高丘高丘
地区地区

延徳延徳
地区地区

日野日野
地区地区

愛の一言会
会長  清　野　久　子

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
愛
の
一
言
会
」
は
、

二
十
年
以
上
前
か
ら
高
齢
者
へ
の
配
食
サ

ー
ビ
ス
や
お
掃
除
、
ま
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
お
手
伝
い
な
ど
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
二
十
四
名
の
会
員
が
三
、
四
名

に
分
か
れ
、
ふ
る
さ
と
苑
に
一
カ
月
お
き

に
伺
っ
て
喫
茶
と
繕
い
物
を
行
い
、
ま
た

福
祉
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
も
参
加
す
る

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
ふ
る
さ
と
苑
で
は
、
日
ご
ろ
会
員

の
方
が
練
習
し
て
い
る
大
正
琴
や
ハ
ー
モ

ニ
カ
の
演
奏
、
そ
し
て
日
本
舞
踊
な
ど
を

披
露
し
、
ま
た
、
夏
祭
り
の
お
手
伝
い
も

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
、

会
員
の
調
整
を
図
り
、
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
し
か
し
そ
れ

以
上
に
、
多
く
の
方
々
と
の
交
流
か
ら
、

視
野
が
広
が
り
充
実
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

会
長
で
あ
る
清
野
久
子
さ
ん
は
「
昨
年
、

会
長
を
引
き
継
い
だ
時
は
不
安
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
今
は
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
こ

れ
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
活
動
に
生
か

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

�

��

��

��

��

��松川神社松川神社

県
道
中
野
・
飯
山
線

県
道
中
野 
・ 
飯
山
線

�

松川保育園松川保育園

松川区民会館松川区民会館

��

倭小学校倭小学校

��

福祉ボランティアグループ

中野小学校中野小学校

南照寺南照寺

中野松川駅中野松川駅

観音寺観音寺

田上公会堂田上公会堂 豊國神社豊國神社
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�
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

（
高
史
さ
ん
）
六
年
ほ
ど
前
に
な

り
ま
す
が
、
お
互
い
の
飲
み
友
達

を
通
じ
て
知
り
合
い
ま
し
た
。

�
第
一
印
象
は

（
高
史
さ
ん
）
イ
ケ
イ
ケ
で
カ
ワ

イ
イ
人
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

（
裕
美
さ
ん
）
い
い
人
の
よ
う
な

感
じ
が
し
ま
し
た
（
笑
）。

�
お
互
い
の
す
て
き
な
と
こ
ろ
は

（
高
史
さ
ん
）
一
緒
に
い
て
、
気

を
使
わ
な
い
で
い
ら
れ
る
と
こ
ろ

が
一
番
で
す
ね
。

（
裕
美
さ
ん
）
彼
は
多
趣
味
で
、

私
も
そ
れ
に
自
然
に
ふ
れ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
私
の
世
界
が
広

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

�
ど
ん
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
か

（
高
史
さ
ん
）
明
る
く
、
楽
し
く
、

幸
せ
な
家
庭
に
し
た
い
で
す
。
裕

美
さ
ん
、
も
の
す
ご
く
マ
イ
ペ
ー

ス
な
私
で
す
が
、
良
き
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

共
に
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
フ
ォ
ロ
ー
も
ヨ
ロ
シ
ク
！

（
裕
美
さ
ん
）
彼
と
同
じ
気
持
ち

で
す
。
高
史
さ
ん
、
ま
だ
奥
さ
ん

ら
し
い
こ
と
を
し
て
あ
げ
ら
れ
な

く
て
、
ご
め
ん
ね
。
こ
れ
か
ら
少

し
ず
つ
良
い
奥
さ
ん
に
な
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す�

池　上　高　史  さん  （26歳）
　　　　裕　美  さん（25歳）

（西条）
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誕
生
日
は
、
二
日
ち
が
い
、
身

長
も
一
番
（
日
花
里
）
二
番
（
杏

菜
）
と
、
と
な
り
ど
う
し
。

　

そ
ん
な
、
似
た
者
ど
う
し
の
私

達
の
出
会
い
は
、
生
ま
れ
る
前
の

事
で
す
。
お
母
さ
ん
ど
う
し
の
病

院
の
ベ
ッ
ド
が
と
な
り
で
仲
よ
く

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
も
す

ご
く
仲
よ
し
で
す
。
で
も
私
達
の

将
来
の
夢
は
、
ち
が
い
ま
す
。

　

私
（
杏
菜
）
は
、
美
容
師
に
な

る
の
が
夢
で
す
。
理
由
は
、
親
せ

き
の
お
ば
さ
ん
が
美
容
師
で
、
小

さ
い
こ
ろ
か
ら
、
あ
こ
が
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。
そ
れ
と
、
髪
の
毛

を
い
じ
る
の
が
好
き
だ
か
ら
で
す
。

　

私
（
日
花
里
）
は
、
英
語
の
通

訳
を
す
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

理
由
は
、
英
語
が
好
き
で
そ
れ
を

や
く
だ
て
た
い
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
と
、
私
達
は
も
う
一
つ
夢

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
れ
か

ら
先
、
中
学
に
行
き
高
校
に
行
き
、

自
分
の
夢
に
む
か
っ
て
、
色
々
し

て
、
は
な
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
も
、

結
婚
し
て
も
、
子
供
が
で
き
て
も
、

お
ば
あ
さ
ん
に
な
っ
て
も
、
ず
っ

と
親
友
で
い
る
こ
と
で
す
。

�
私 
達 
の 
夢�

�

新新 婚婚 ささ
んん

　

映
画
を
見
る
こ
と
が
共
通
の
趣
味

　
　
　

幸
せ
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た
い

新
婚
さ
ん
募
集
！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

市
役
所
庶
務
課
秘
書
広
報
係
へ
！　
�
２
２
―
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

～青木市長が講師に～

中野平中学校の選択授業で講演

　１月17日、中野平中学校に青木市長が講師として招
かれ、「若者に贈るメッセージ」と題した特別講座が開
催されました。同校では世の中の生きた姿を学ぼうと、
２年生の選択授業に６つのコースを設定し、生徒はそ
の中から希望するコースを選び、地域の方から学習す
るという取り組みを行っています。
　当日、市長は授業の前に、自分の気持ちが生徒の皆
さんに伝わるようにと、一人ひとりに声をかけながら
握手を交わすことから始めました。
　授業では、「人生の目標」について考えてほしいとお
話をされたほか、昨年実施した「信州中野の一文字大
賞」について触れ、市内外から応募された皆さんが選
んだ中野市をイメージする漢字一文字や、中野市の都
市像「緑豊かなふるさと　文化が香る元気なまち」な
どについてお話をされました。

豊井小学校６年
 清野日花里さん(左)
 佐藤　杏菜さん(右)
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今
回
は
、
古
く
か
ら
各
家
庭
に

受
け
継
が
れ
た
郷
土
食
「
や
し
ょ

う
ま
」
を
作
り
ま
す
。

　

簡
単
な
模
様
を
作
る
の
で
、
家

庭
で
も
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
作
れ

ま
す
。

期
日　

２
月　

日�
20

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
１
時

10

会
場　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

講
師　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

定
員　
　

名
10

申
込
期
限　

２
月　

日�
15

　

音
楽
に
よ
る
心
へ
の
リ
ラ
ッ
ク

ス
と
、
落
語
に
よ
る
笑
い
で
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

　

長
野
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
と
、
中
野
市
落
語
研
究
会
に

よ
る
落
語
の
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

で
す
。
申
し
込
み
と
同
時
に
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

期
日　

３
月　

日�
13

時
間　

受
付
…
午
後
６
時　

分
〜
、

15

開
会
式
…
午
後
６
時　

分
〜
、
ゲ

45

ー
ム
開
始
…
午
後
７
時
〜

会
場　

中
野
市
民
体
育
館

競
技
部
門　

①
一
般
女
子
の
部
、

②
男
女
混
合
の
部
、
③
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
部

※
③
の
参
加
チ
ー
ム
が
少
数
の
場

　

合
、
②
と
種
目
を
統
合
し
て
競

　

技
を
行
い
ま
す
。

チ
ー
ム
編
成
条
件
等

①
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
す

る
方
で
構
成
す
る
こ
と

②
選
手
及
び
交
代
要
員
を
含
め
、

８
名
以
内
と
す
る
こ
と

③
１
人
で
２
チ
ー
ム
以
上
に
参
加

す
る
こ
と
は
で
き
な
い

④
男
女
混
合
の
部
は
、
女
性
２
名

以
上
が
プ
レ
ー
す
る
こ
と

⑤
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
は
、　

歳
以

30

上
の
男
女
各
１
名
、
小
学
生
以

下
（
性
別
問
わ
ず
）
２
名
が
プ

レ
ー
す
る
こ
と

参
加
費　

無
料

申
込
締
切　

３
月
５
日�

※
定
数
に
な
り
次
第
、
募
集
を
終

　

了
い
た
し
ま
す
。

お知らせ

中野市役所
�22-2111
FAX(広報直通)
22-2445
豊田支所
�38-3111

　

平
成　

年
度
の
市
内
小
中
学
校

19

体
育
施
設
の
開
放
事
業
利
用
団
体

を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
限　

３
月
５
日�

対
象
と
な
る
団
体　

市
内
に
在
住
、

在
勤
ま
た
は
在
学
す
る
者
で
組
織

し
、
か
つ
満　

歳
以
上
の
責
任
者

20

及
び
管
理
指
導
員
と
し
て
従
事
す

る
こ
と
の
で
き
る
者
を
有
す
る
ス

交
流
料
理
教
室

参
加
者
募
集

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

�
３
５
２
２

�

い
ま
す
。

期
日　

２
月　

日�
17

時
間　

午
前　

時
〜

10

会
場　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

費
用　

無
料 

期
日　

平
成　

年
２
月　

日�

19

18

時
間　

受
付
・
午
前
８
時　

分
〜
、

30

開
会
式
・
午
前
９
時
〜
、
試
合
開

始
・
午
前
９
時　

分
〜

20

会
場　

中
野
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
（
ア
リ
ー
ナ
）

種
目　

一
般
男
子
の
部
（
高
校
生

以
上
の
男
性
）、
一
般
女
子
の
部

（
高
校
生
以
上
の
女
性
）、
子
ど

も
の
部
（
小
学
生
ま
た
は
中
学
生

で
男
女
は
問
わ
な
い
。
た
だ
し
、

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
の
年
齢

18

合
計
が　

歳
以
内
と
し
ま
す
）

65

チ
ー
ム
編
成　

選
手
６
名
と
し
、

交
代
要
員
は
２
名
以
内
と
し
ま
す
。

参
加
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た
は

在
勤
の
方
。

申
込
方
法　

２
月
９
日�
午
後
５

時
ま
で
に
、
中
野
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
市
民
体
育
館
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
書

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

年金相談の予約を受け付けています

ポ
ー
ツ
団
体

利
用
で
き
る
施
設　

市
内
の
各
小

中
学
校
の
体
育
館

利
用
で
き
る
時
間
帯

①
平
日
…
午
後
６
時
〜　

時
10

②
土
・
日
曜
日
、
祝
日
…
午
前
９

時
〜
午
後　

時
10

※
学
校
行
事
等
の
都
合
に
よ
り
、

　

利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

　

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

使
用
料　

照
明
料
と
し
て
、
１
時

間
あ
た
り
２
０
０
円

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
直

　

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　長野県内の社会保険事務所と長野年金相談センターでは年金
相談の予約制を行っています。
■予約方法　予約日（相談希望日）の１カ月前から受け付けま
すので、電話または窓口でお申し込みください。相談者氏名、
住所、予約日時（相談希望日）、相談内容などをお伺いします。
・長野北社会保険事務所　�０２６－２４４－３７６０
・長野年金相談センター　�０２６－２２６－８５８０
　受付時間：午前８時30分～午後５時15分（土・日・祝日除く）
■予約年金相談の実施日時　以下の範囲でご指定ください。
・月曜日（休日の場合は火曜日）午前８時30分～午後６時30分
・火曜日から金曜日　　　　　　午前８時30分～午後４時30分
・第２土曜日　　　　　　　　　午前９時30分～午後４時
※予約なしでも、従来どおり年金相談は行っています。
※予約日時（相談希望日）について、予約状況によりご希望に
　添えない場合がありますので、ご容赦願います。
問い合わせ先　市民課国民年金係（内線２３７）・豊田支所市民
環境課市民環境係（内線１３３）または長野北社会保険事務所
（�０２６（２４４）４１００）

音
楽
と
落
語
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

�
３
５
２
２

�

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
会
長
杯

中
野
市
綱
引
き
大
会

参
加
者
募
集

�
中
野
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
・�
３
８
０
０
ま
た
は
市

民
体
育
館
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
・�
３
５
７
２

第
２
回
市
民

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
参
加
者
募
集

市
民
体
育
館
内
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
・�
３
５
７
２

�

学
校
体
育
施
設
開
放

利
用
団
体
募
集

市
民
体
育
館
内
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
・�
３
５
７
２

�
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今
回
の
普
通
救
命
講
習
で
は
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
・
昨
年
の
夏

に
日
本
版
救
急
蘇
生
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
示
さ
れ
た
新
し
い
心
肺
蘇
生

法
を
習
得
し
て
い
た
だ
き
救
命
率

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

※
〈
新
し
い
心
肺
蘇
生
法
〉
胸
骨

圧
迫
と
人
工
呼
吸
の
比
が
以
前

の　

:
２
か
ら　

:
２
に
変
更

15

30

な
ど

期
日　

２
月　

日�
18

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

30

30

会
場　

岳
南
広
域
消
防
本
部
２
階

講
堂

定
員　
　

名
程
度（
受
講
料
無
料
）

30

講
習
内
容　

応
急
手
当
の
重
要
性
、

救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
法
、
人
工
呼
吸
法
、
止

血
法
な
ど
）

申
込
方
法　

中
野
消
防
署
に
備
え

付
け
の
「
普
通
救
命
講
習
会
受
講

申
込
書
」 に
記
入
の
う
え
、
２
月

　

日�
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

15い
。

ま
た
、
電
話
申
込
も
受
付
ま
す
。

そ
の
他　

服
装
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ウ
ェ
ア
等
の
動
き
や
す
い
も
の
で
、

筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
講
習
会
修
了
者
に
は
終
了

証
を
交
付
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

　

昭
和　

年
か
ら　

年
の
間
に
、

31

34

ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
に
移
住
し
た
方

に
特
別
一
時
金
を
支
給
し
ま
す
。

請
求
期
限　

平
成　

年
１
月　

日

20

31

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

【
今
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月

間
で
す
。】

　

冬
季
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

主
な
実
践
項
目
に
お
け
る
節

約
額
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。
省
エ
ネ
行
動
は
、
経
費

の
節
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

※
出
典：

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
算
出
削
減
額
（
削

減
額
は
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の

設
定
で
の
お
お
よ
そ
の
目

安
で
す
。）

シリーズ
地球温暖化防止⑪

中
野
消
防
署

普
通
救
命
講
習
会

岳
南
広
域
消
防
本
部
中
野
消
防
署

�
０
１
１
９

�

　

せ
く
だ
さ
い
。

ド
ミ
ニ
カ
移
住
者
に

対
す
る
特
別
一
時
金

外
務
省
領
事
局
政
策
課
ド
ミ

ニ
カ
特
別
一
時
金
担
当

０
３ （　

） ３
３
１
１ （
内
線

3580

　

）
4476
�

青
年
国
際
交
流
事
業

参
加
者
募
集

県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
・

生
涯
学
習
課
青
少
年
健
全
育
成
係

０
２
６ （　

） ７
４
３
９ （
内
線　

）

235

4424

�

　

内
閣
府
で
は
、
平
成　

年
度
に

19

実
施
す
る
国
際
交
流
事
業（「
国
際

青
年
育
成
交
流
」「
日
本
・
中
国

青
年
親
善
交
流
」「
日
本
・
韓
国

青
年
親
善
交
流
」「
世
界
青
年
の

船
」「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」）

の
参
加
青
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.cao.go.jp/koryu/

茶臼山動物園冬期間小中学生入園無料
－冬の動物たちを見にいこう－
期間　２月28日(水)まで
対象範囲　「広報なかの２月号（本紙）」を持
参（提示）していただいた小中学生。ただし、
本紙１部につき５名までです。
＜長野市茶臼山動物園＞
�０２６(２９３)５１６７
http://www.chausuyama.com/

年間節約額家族で省エネ１０のポイント

エアコン　　　　　 約1,200円
ガスファンヒーター 約1,200円
石油ファンヒーター　 約500円

暖房の温度は２０℃を目安にしましょう
もう一枚重ね着するなど、ひと工夫
しましょう。（それぞれの設定温度
を21℃から20℃にした場合）

１

エアコン　　　　　　 約900円
ガスファンヒーター 約2,000円
石油ファンヒーター 　約900円

暖房をつけっぱなしにしないように
しましょう
誰もいない部屋の暖房は止めたり、
一ヶ所に集まって家族団らんしまし
ょう。（それぞれ20℃ 設定で1日1時
間短縮した場合）

２

上掛け・敷き布団を使用
                  　 約700円
設定温度を強から中に調節
　　　　　　　　　 約1,100円

暖房機器の温度はこまめに調整しま
しょう
電気カーペットは効率的に、こたつ
は上がけ・敷き布団を敷き、熱を逃
がさないようにしましょう。

３

蛍光ランプ （12ｗ１灯）  約100
円
白熱球 （54ｗ１灯）　   約400円

ひとのいない部屋は消灯しましょう
こまめにスイッチを切る習慣を身に
つけて、消し忘れをなくしましょう。
（それぞれ１日１時間短縮した場合）

４

28インチ１日1時間短縮した場合
　　　　　　　　　　 約900円

テレビをつけっぱなしにしないよう
にしましょう
別の用事を始めたり、見ていないと
きはスイッチを消しましょう。

５

電気製品の主電源を切り、プラ
グを抜いた場合　　 約3,300円

使わない電気製品は、プラグを抜き
ましょう
パソコンやビデオデッキなどのプラ
グを抜いて待機時消費電力をなくし
ましょう。

６

１日１回１分間シャワーの流し
っぱなしをやめた場合
　　　　　　　　　 約2,400円

入浴時はお湯やシャワーの使いすぎ
に注意しましょう
入浴は間隔をあけずにし、追い焚き
を減らし、浴槽の湯量やシャワーの
流しっぱなしに気をつけましょう。

７

温度設定を40℃ から38℃ にし
た場合　　　　　　　 約1,300
円

給湯温度はなるべく低温に設定しま
しょう
洗い物をするときなど、必要以上に
温度を上げないようにしましょう。

８

未使用時ふたを閉める　約800円
便座の設定温度を中から弱に調節
　　　　　　　　　　 約600円
洗浄水の設定温度を中から弱に
調節　　　　　　　　 約300円

温水洗浄便座は温度調節をしましょ
う
ふたを閉めたり、便座や洗浄水の温
度設定に気をつけましょう。

９

アイドリングをやめる
　　　　　　　　　 約1,900円
急発進、急加速をやめる
　　　　　　　　　 約3,200円

近場は車で行かず、無用なアイドリ
ングはストップしましょう
出発時の過剰なアイドリングをしな
いようにしましょう。急発進、急加
速をやめ、エコドライブを心がけま
しょう。
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入
学
資
格　

概
ね　

歳
以
上
の
県

60

内
在
住
の
方
で
、
学
習
意
欲
が
旺

盛
で
あ
り
、
積
極
的
に
社
会
参
加

を
目
指
さ
れ
る
方
。

募
集
定
員　
　

名
（
北
信
学
部
）

80

学
習
期
間　

２
年

学
習
時
間　

１
日
４
時
間
、
年
間

　

時
間
（　

日
間
）

60

15

学
習
内
容　

高
齢
者
の
生
き
が
い

と
健
康
づ
く
り
及
び
社
会
参
加
活

動
を
行
う
た
め
の
幅
広
い
分
野
の

学
習
・
実
践
を
行
い
ま
す
。

授
業
料
等　

実
費
相
当
の
経
費
と

し
て
年
２
０
０
０
円
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
他
に
、
教
材
費
等
が
あ

り
ま
す
。

募
集
期
間　

２
月　

日�
ま
で

28

※
申
込
方
法
等
は
、
直
接
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
学
資
格　

概
ね　

歳
以
上
の
県

50

内
在
住
の
方
で
、
地
域
で
社
会
参

加
活
動
を
実
践
さ
れ
て
い
る
方
ま

た
は
講
座
終
了
後
に
社
会
参
加
活

動
を
積
極
的
に
す
す
め
る
意
欲
の

あ
る
方
。

募
集
定
員　
　

名
（
北
信
講
座
）

30

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
ゴ
ミ
の
減
量

化
の
た
め
、
ご
家
庭
で
使
わ
な

く
な
っ
た
物
や
欲
し
い
物
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
掲
載
し
て
い

る
以
外
の
物
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
１
月　

日
現
在
で
掲
載
）

18

★
肘
掛
け
座
椅
子
★
ロ
ー
ラ
ー

ブ
レ
ー
ド
★
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
★

大
人
用
三
輪
車
★
電
動
自
転
車

★
自
転
車
★
味
噌
桶
★
テ
ニ
ス

ラ
ケ
ッ
ト
★
子
供
服 （
女
の
子
用
）

★
ダ
ン
ベ
ル
★
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ

★
小
引
き
出
し
★
五
月
人
形
★

プ
リ
ン
タ
ー
・
ス
キ
ャ
ナ
ー
★

電
子
ピ
ア
ノ
★
食
器
棚
★
ソ
フ

ァ
ー
★
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
★
破

魔
矢
★
水
槽（
飼
育
セ
ッ
ト
付
）

�
ゆ
ず
り
ま
す

★
足
ふ
み
ミ
シ
ン
★
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
★
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
機 （
角
周
波
数
有
）

★
ラ
ジ
カ
セ
★
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ

★
Ｍ
Ｄ
コ
ン
ポ
★
三
味
線
★
ワ

ー
プ
ロ
★
車
イ
ス
★
バ
ト
ミ
ン

ト
ン
ラ
ケ
ッ
ト
★
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
★
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
★
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
★
か
ん
じ
き
★
カ

ー
オ
ー
デ
ィ
オ
★
カ
ラ
オ
ケ
セ

ッ
ト
★
窓
用
ク
ー
ラ
ー
★
自
転

車
★
メ
リ
ー
（
赤
ち
ゃ
ん
用
）

★
電
動
自
転
車
★
シ
ル
バ
ー
カ

ー
（
手
押
し
）
★
子
供
服
（
双

子
の
男
の
子
用
）
★
テ
レ
ビ
★

車
用
ス
ピ
ー
カ
ー（
屋
根
設
置
）

★
炊
飯
器
★
ガ
ス
コ
ン
ロ
★
洗

濯
機

申
し
込
み
先　

市
民
課
生
活
交

通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
生
活

交
通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
（
内
線
１
３
３
）

�
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い�

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

学
習
期
間　

１
年

学
習
時
間　

１
日
４
時
間
、
年
間

　

時
間
（　

日
間
）

48

12

学
習
内
容　

グ
ル
ー
プ
活
動
や
団

体
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
要

な
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
る
た

め
の
学
習
・
実
践
を
行
い
ま
す
。

授
業
料
等　

無
料
（
教
材
費
等
の

一
部
に
つ
い
て
、
自
己
負
担
が
あ

り
ま
す
。）

募
集
期
間　

２
月　

日�
ま
で

28

※
申
込
方
法
等
は
、
直
接
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月　

日�
、
午
後
１
時

16

〜
４
時（
受
付
は
午
後
０
時
か
ら
）

会
場　

メ
ル
パ
ル
ク
長
野

対
象
者　

平
成　

年
３
月
に
大

19

学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
を

卒
業
す
る
予
定
の
方
お
よ
び
概
ね

　

歳
未
満
の
一
般
若
年
求
職
者

35参
加
企
業　
　

社 （
予
定
） 

90

そ
の
他　

一
般
求
職
の
方
は
、
履

歴
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
面
接
会
に
併
せ
て
「
就
職
面
接

会
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
」
を
午

前
中
に
２
回
開
催
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.nag

ano
-kig
yo
-g

uid
e.g
r.jp
/

長
野
県
老
人
大
学

学
生
募
集

北
信
地
方
事
務
所
福
祉
課

�
０
２
０
７

�

募
集
科
目
・
訓
練
期
間　

建
築
板
金
科
（
３
年
）、
木
造
建
築

科
（
３
年
）、
左
官
・
タ
イ
ル
施

工
科
（
３
年
）、
配
管
科
（
２
年
）

訓
練
登
校
日　

４
月
か
ら　

月
ま

12

で
は
週
１
回
、
冬
期
間
は
集
中
訓

練
に
つ
き
週
２
〜
４
日
登
校

入
校
条
件

①
事
業
主
に
推
薦
さ
れ
た
者
（
労

働
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
）

②
学
歴
、
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。

申
込
期
限　

３
月　

日�
ま
で

30

訓
練
科
名

①
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
技
術
科
②
ビ

ル
管
理
科 （
若
年
者
コ
ー
ス
）③
電

気
設
備
科
④
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科

訓
練
期
間　

４
月
４
日�
〜
９
月

　

日�
27訓

練
時
間　

月
〜
金
曜
日
の
午
前

９
時　

分
〜
午
後
３
時　

分

10

40

定
員　

①
が　

名
、
他　

名

25

15

受
講
料　

無
料
（
教
科
書
、
実
習

服
等
の
購
入
費
は
自
己
負
担
）

応
募
締
切　

３
月
７
日�

北
信
地
区

就
職
面
接
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
野
・
長
野

学
生
職
業
相
談
室

０
２
６ （　

） ０
９
８
９

228

�

■
平
成　

年　

月
１
日
の
採
用
に

19

10

応
じ
ら
れ
る
方
対
象

〈
大
卒
・
大
卒
以
外
あ
わ
せ
て　
60

名
程
度
の
採
用
を
予
定
〉

■
平
成　

年
３
月
ま
で
に
大
学
を

20

卒
業
す
る
予
定
の
方
対
象

〈
年
間
で
、　

名
程
度
の
採
用
を

100

予
定
〉

※
詳
し
く
は
、
中
野
警
察
署
・
交

　

番
・
駐
在
所
ま
で
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

長
野
県
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

実
践
講
座
受
講
者
募
集

北
信
地
方
事
務
所
福
祉
課

�
０
２
０
７

�

平
成　

年
度
訓
練
生

19

 （
普
通
課
程
） 募
集

中
高
高
等
職
業
訓
練
校

�
３
０
０
５

�公
共
職
業
訓
練
６
か
月

コ
ー
ス
・
４
月
生
募
集

長
野
職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー
訓
練
課
受
講
者
係

０
２
６ （　

） ７
８
５
６

243

�

警
察
官
採
用
試
験

の
予
定
に
つ
い
て

中
野
警
察
署
総
務
課

�
０
１
１
０

�

27　平成19年２月　広報なかの

中
か
ら
、
日
本
と
外
国
そ
れ
ぞ

　

れ
に
生
き
る
人
々
の
姿
が
描

か
れ
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
ポ
ス

タ
ー
展

２
月　

日�
ま
で

12

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
ピ
ン

バ
ッ
ヂ
展

３
月　

日�
ま
で

14

中
野
西
高
等
学
校
書
道
班
生
徒

作
品
展

２
月　

日�
〜　

日�

15

28

中
野
西
高
等
学
校
美
術
班
生
徒

作
品
展

３
月
１
日�
〜　

日�
14

館
収
蔵
民
具
展
「
く
ら
し
と
文

化
」

５
月　

日�
ま
で

20

※
日
常
生
活
で
使
わ
れ
て
い
た

道
具
を
始
め
農
耕
、
養
蚕
な

ど
館
蔵
し
て
い
る
様
々
な
民

具
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

常
設
展
「
日
本
と
外
国�

－

ひ

と
び
と
の
す
が
た－

」

３
月　

日�
ま
で

25

※
収
蔵
し
て
い
る
赤
川
版
画
の

中
野
小
学
校
旧
校
舎 
・

信
州
中
野
銅
石
版
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

歴
史
民
俗
資
料
館

中
野
陣
屋 ・ 
県
庁
記
念
館

展
示
案
内

会場 ・ 問い合わせ先日時相談名

福祉ふれあいセンター
　  （� 26 － 3111）
　 　法律相談は予約が
    必要となりますので、
ご希望の方は福祉ふ
れあいセンターまで
 ご連絡ください。 　

毎週月～金曜日
13:30 ～ 16:30心配ごと相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00福祉相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00ボランティア相談

毎月第１・３月曜日
13:30 ～ 15:30法律相談

毎月第１・３日曜日
14:00 ～16:00結婚相談 (    　　　 )

市民会館 44 号
( 内線 335)

(中野地域)３月９日�
13:00 ～16:00

行政相談所
豊田支所相談室
( 内線 116)

(豊田地域)３月９日�
９:00～11:30

人権センター
� ２３－４８１０
面接相談は予約が必要とな
ります。 

(電話)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～17:00

女性相談窓口
(面接)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～13:00

北信地方事務所
� ２３－０２０２

毎月第３木曜日
10 :00 ～ 15:00交通事故巡回相談

福祉会館
( 中野地域からの有線は 21104）

毎月第１・ ３水曜日
14:00 ～ 16:00身体障害者相談所

市子ども相談室
� ２２－２１１１
( 内線 278)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども相談室

� ２３ － ３１９１
(市子ども相談室)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども電話相談３１９１

� ２６ －５２１９
(平野児童センター内)

毎月第１木曜日
10:00 ～ 11:30児童保健相談

南宮庁舎職業相談室
(�２ ３ － ４７１０）

毎週月～金曜日
８ :30 ～ 17:00職業相談

会場
人権センター

相談は無料、 秘密は厳守
各種相談日程 期

日　

３
月　

日�
10

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
２
時

10

会
場　

長
野
県
長
野
技
術
専
門
校

〈
長
野
市
篠
ノ
井
布
施
五
明　

-755

２　

篠
ノ
井
駅
よ
り 
徒
歩　

分
〉

10

内
容　

展
示
コ
ー
ナ
ー
、
体
験
・

実
演
コ
ー
ナ
ー
、
親
子
も
の
づ
く

り
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

　

長
野
県
の
高
校
出
身
者
で
、
平

成　

年
に
首
都
圏
の
４
年
制
大
学

19
（
医
・
歯
学
は
６
年
制
）
に
入
学

を
予
定
し
て
い
る
男
子
学
生
を
対

象
に
寮
生
を
募
集
し
ま
す
。

寮
の
名
称
等　

財
団
法
人　

信
州

学
生
協
会　

信
濃
寮
〈
東
京
都
小

金
井
市
東
町
３
‐　

‐　

（　

中

17

43

JR

長
野
技
術
専
門
校

一
般
公
開

長
野
県
長
野
技
術
専
門
校

０
２
６ （　

） ２
３
４
１

292

�

央
線　

東
小
金
井
駅
南
口
よ
り
徒

歩
８
分
）〉

入
寮
金　

４
万
円

寮
費　

月
４
万
２
千
円
程
度

（
部
屋
代
、
朝
・
夕
食
代
の
ほ
か

電
気
代
、
水
道
代
な
ど
の
共
用
費

を
含
み
ま
す
）

募
集
人
員　

約　

名
（
個
室
）

20

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.g
eo
rg
e24.co

m
/̃

shinano
r/

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

信
濃
寮 （
東
京
）

入
寮
者
募
集

信
州
学
生
協
会
信
濃
寮
自
治
会
幹
事

０
４
２
２�
５
４
７
９

�

ご
寄
付

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

平
成　

年　

月　

日
か
ら

18

12

18

平
成　

年
１
月　

日
ま
で

19

17

▼
た
か
や
し
ろ
保
育
園
園
児
絵

本
購
入
の
た
め
、

　

図
書
カ
ー
ド
１
万
５
千
円

 〈
倭
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
様
〉

▼
図
書
館
図
書
の
充
実
の
た
め
、

詩
集
５
冊
〈
三
好
町
・
小
林

茂
様
〉

▼
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
、

　

土
地 （
中
央
四
丁
目
、 　 ・ 　

㎡
）

393
91

〈
神
奈
川
県
横
浜
市
・
丸
山

郁
子
様
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま

市
・
丸
山
眞
一
様
、
神
奈
川

県
横
浜
市
・
丸
山
恭
一
様
、

千
葉
県
八
代
市
・
眞
砂
知
様
〉

▼
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
、

　

建
物
（
中
央
四
丁
目
、
２
棟
）

〈
更
科
・
古
川
明
様
〉

▼
日
本
土
人
形
資
料
館
充
実
の

た
め
、

　

中
野
土
人
形
（
古
作
）
ほ
か

　

点 〈
上
田
市
・
小
林
益
美
様
〉

84
▼
歴
史
民
俗
資
料
館
の
展
示
及

び
収
蔵
資
料
の
た
め
、

　

古
地
図
ほ
か　

点
〈
岩
井
・

21

池
田
栄
一
様
〉
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中野市健康長寿課
　　   子 育 て 課
豊田支所健康福祉課
　　 　  子 ど も 課

育児教室

乳幼児健康診査

市の人口市の人口
（平成19年１月１日現在） （平成19年１月１日現在）

人　口　４６,５５０人（＋29）
　男　　２２,４９０人（＋10）
　女　　２４,０６０人（＋19）
世帯数　１４,８２５戸（＋14）

乳幼児健康診査
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

対　　象健 診 日健診名

18年10月生まれ２月20日�
３か月
健 診

18年６月生まれ２月21日�７か月
健 診

17年７月生まれ２月23日�
１歳 
６か月
健 診

17年１月生まれ２月19日�２ 歳
健 診

16年１月生まれ２月22日�３ 歳
健 診

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
　ください。

Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種

（ ）は前月１日比 （  ） は前月１日比

　次のことでお悩みの方に、精神神
経科医師が相談に応じます。
子供－こだわりが強い、登校拒否、
　　　家庭内暴力、過食など
大人－イライラ、 不眠、物忘れ、 意欲
　　　減退、おかしな事を言うなど
期日／２月15日�
時間／午後２時～４時
会場／中野保健センター
費用／無料
※事前に予約が必要です。相談を希
望される方は、２月13日�までに
市役所健康長寿課または豊田支所
健康福祉課へお申し込みください。

�22－2111 内線242
�22－2111 内線356
�38－3111 PHS6120
�38－3111 PHS6118

休日診療所：中野保健センター�23－2255 
休日当番薬局携帯電話　�090-4125－8402 

　(ともに ９ 時～17時。日・祝日のみ) 

　アンパンマンが大好きで、よ
くおしゃべりをする女の子です。
食べ物は、白いご飯が大好物。
　元気に、お友達と仲良く遊べ
る子に育ってほしいと思います。
(酒井加奈美さん 小沼)

酒井 博 未   ちゃん （３歳６か月）
ひろ み

マタニティクラス

期日／３月８日�
時間／午後１時15分～３時30分
会場／中野保健センター
対象／８～10か月児
内容／むし歯予防とアゴの発育の話、
　　　離乳食について

期日／３月２日�
時間／午前９時30分～11時45分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳
内容／母乳栄養と乳房管理、交流会

※詳しくは、健康カレンダーをご覧
　ください。

  麻しん ・ 風しん混合 （はしか ・ 三日はしか）

第１期＝生後12～24か月未満　
第２期＝５歳以上７歳未満の方
　　　　 で、就学前の１年間（保
　　　　 育園、幼稚園の年長児）
※予防接種法の一部改正により、
　麻しん・風しんの単独ワクチン
　接種済みの幼児にも、第２期と
　して麻しん・風しん混合ワクチ
　ンを接種できます。
※毎月実施していますので、接種
　される前月に実施医療機関へ
　予約してください。（無料）

対 
象 
・ 
接 
種 
方 
法

予防接種
持ち物／母子健康手帳、予診票

ＢＣＧ(接種年齢は３～６か月未満の乳児)

期日／２月20日�
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成18年10月生まれ
※３か月健診時に行います。

三種混合(ジフテリア、 百日せき、 破傷風)

受付時間／午後１時～１時50分

<中野保健センター >
３月５日�…日野、延徳、平野
　　６日�…中野
　　７日�…高丘、 長丘、 平岡、 科野、 倭

１期初回＝３か月～１歳の乳幼児
　　　（３～８週間隔で３回接種）
１期追加＝１歳６か月～３歳の幼
　　　　　児（初回終了後12～18
　　　　　か月の間に１回）
《７歳６か月未満まで接種可能》

対 
象
・
接 
種 
方 
法

※豊田地域の方も、中野保健センタ
ーで接種を受けられます。

心の健康相談

２月１日�～７日�は
　　「生活習慣病予防週間」です
　～ウエストのサイズダウンで
　　　　　　　　健康アップ！～

平成19年度から、各種健（検）診
の受診料が有料となります。詳し
くは、18ページの「健康広場」を
ご覧ください。











　

私
た
ち
の
生
活
の
中
に
は

「
昔
か
ら
や
っ
て
い
た
こ
と
」

と
い
う
こ
と
が
、
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
節
分
に
「
福
は

内
、
鬼
は
外
」
と
言
っ
て
豆

ま
き
を
す
る
の
も
そ
の
一
つ

で
す
ね
。
そ
し
て
、
と
ろ
ろ

汁
を
食
べ
る
こ
と
も
、
私
の

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
行
な
っ
て
い
た

こ
と
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
は

恵
方
巻
き
の
ブ
ー
ム
で
、
ス
ー
パ
ー

や
コ
ン
ビ
ニ
で
太
巻
き
が
売
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。「
恵
方

巻
き
に
し
た
ら
、
と
ろ
ろ
汁
が
食
べ

ら
れ
な
い
じ
ゃ
な
い
」
と
考
え
る
私

の
勝
手
な
思
い
で
、
我
が
家
で
は
大

き
な
す
り
鉢
で
、
長
芋
を
ゴ
リ
ゴ
リ

と
す
り
お
ろ
し
て
い
ま
す
が
…
。

　

「
昔
か
ら
の
な
ら
わ
し
」
は
、
都

会
よ
り
も
地
方
ほ
ど
昔
の
ま
ま
伝
わ

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
た
の
は
も

う
昔
の
こ
と
で
、
情
報
が
「
あ
っ
」

と
い
う
間
に
伝
わ
る
現
代
社
会
で
は
、

都
会
も
地
方
も
あ
ま
り
変
わ
り
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
地
方
に
住
ん

で
い
る
者
だ
か
ら
こ
そ
、
昔
か
ら
の

暮
ら
し
を
大
切
に
し
た
い
と
思
う
こ

の
ご
ろ
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
に
し
て
も
少
子
高
齢
社
会
と

な
り
、「
福
は
内
、
鬼
は
外
」
と
言
う

子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
声
が
、
我
が

家
も
含
め
近
所
か
ら
も
聞
こ
え
な
く

な
り
寂
し
い
限
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
（
Ｍ
・
Ｋ
）
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―― 今年で最後、真冬の成人式 ――
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季
節
の
コ
ラ
ム

�������

文
化
な
か
の

節
分
に　

無
病
願
い　

年
の
豆

　

節
分
は
、
立
春
の
前
日
で
冬
と
春
と
の
分
か
れ
目
で
す
。

　

旧
年
中
の
厄
払
い
を
す
る
豆
を
ま
く
年
越
し
行
事
は
、

文
武
天
皇
の
頃
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

節
分
に
は
、
今
ま
で
の
悪
い
事
を
払
い
落
と
し
て
、
新

し
い
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、
鬼
（
疫
病
）
を
追
い
払

う
た
め
に
、
豆
ま
き
を
行
っ
て
い
る
。

　

最
近
は
、
生
活
様
式
や
考
え
方
も
変
わ
り
、
家
庭
で
行

わ
れ
る
事
が
減
少
し
て
き
て
い
る
。

　

我
が
家
で
は
、
炒
り
豆
の
代
わ
り
に
落
花
生
で
、「
鬼
は

外
、
福
は
内
」
と
言
い
な
が
ら
子
ど
も
と
行
っ
て
い
る
。

　

子
ど
も
が
、
い
つ
ま
で
豆
ま
き
を
一
緒
に
行
っ
て
く
れ

る
か
考
え
る
こ
の
頃
で
す
が
、
伝
統
行
事
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
一
年
の
健
康
を
祈
願
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度

 
中
野
地
域
成
人
式



中
野
地
域
成
人
式

２２

平
成
十
八
年
度

中
野
市
中
野
地
域
成
人
式

　

去
る
一
月
七
日
、
平
成
十
八
年
度

中
野
地
域
成
人
式
を
中
野
市
民
会
館

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
対
象
者
は
、
昭
和
六
十

一
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
二
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
中
野
地

域
（
旧
中
野
市
）
の
新
成
人
四
九
〇

人
（
男
性
二
四
八
人
、
女
性
二
四
二

人
）
で
、
そ
の
内
、
三
九
〇
人
（
男

性
一
九
七
人
、
女
性
一
九
三
人
）
が

式
典
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
が
、
会
場
内
は
華
や
か
な
装
い
に

身
を
つ
つ
ん
だ
新
成
人
の
ハ
ツ
ラ
ツ

と
し
た
明
る
い
笑
顔
と
、
未
来
に
輝

く
新
成
人
の
清
々
し
さ
に
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

　

第
一
部
の
式
典
、
第
二
部
の
記
念

行
事
と
も
に
、
新
成
人
で
組
織
す
る

成
人
式
実
行
委
員
会
の
司
会
進
行
に

よ
り
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
第
一
部
式

典
前
に
は
、
成
人
を
祝
う
ビ
デ
オ
を

上
映
し
、
中
学
時
代
の
恩
師
か
ら
の

お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
懐
か
し
い

中
学
時
代
の
写
真
と
映
像
に
大
き
な

笑
い
声
と
歓
声
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

第
一
部
式
典
に
は
、
市
・
市
教
育

委
員
会
関
係
な
ど
多
く
の
来
賓
に
ご

臨
席
い
た
だ
く
中
、
主
催
者
や
来
賓

の
方
々
か
ら
お
祝
い
と
激
励
の
言
葉

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
成
人

代
表
者
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
家
族
や

友
人
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
へ
の
感

謝
の
言
葉
や
、
新
成
人
と
し
て
の
抱

負
や
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
第

二
部
の
記
念
行
事
で
は
、
豪
華
な
記

念
品
が
当
た
る
抽
選
会
、
続
い
て
地

区
別
に
分
か
れ
て
記
念
撮
影
を
行
な

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
中
野
地
域
の
新
成
人
を
対

象
に
単
独
で
行
な
う
成
人
式
は
、
今

年
度
で
最
後
と
な
り
ま
す
。

　

当
市
の
成
人
式
は
、
平
成
十
七
年

に
新
中
野
市
誕
生
後
も
、
旧
市
村
の

こ
れ
ま
で
の
方
式
ど
お
り
、
一
月
に

「
中
野
地
域
成
人
式
」、
八
月
に
「
豊

田
地
域
成
人
式
」
と
し
て
別
個
に
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
平
成
二

十
年
度
か
ら
は
、
五
月
四
日
（
み
ど

り
の
日
（
平
成
十
九
年
か
ら
国
民
の

祝
日
））に
統
一
し
て
実
施
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
豊
田
地
域
に
つ
い
て
は
、

今
年
八
月
中
旬
に
単
独
に
よ
る
最
後

の
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。（
対
象
者

は
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
豊
田
地
域
の
新
成
人
で
す
。）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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本
日
、
こ
う
し
て
成
人
式
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

よ
く
、
二
十
年
な
ん
て
短
い
と

言
い
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
と

て
も
長
い
二
十
年
で
し
た
。
一
日

が
一
年
の
よ
う
に
思
え
る
時
も
あ

り
ま
し
た
。
長
い
長
い
一
日
は
、

私
に
と
っ
て
自
分
を
見
つ
め
直
す

こ
と
が
で
き
る
大
切
な
時
間
で
あ

り
、
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。

　

中
学
校
生
活
で
は
、
友
だ
ち
関

長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

早
く
時
が
過
ぎ
れ
ば
良
い
と

思
っ
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
こ

の
思
い
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

な
ん
だ
か
過
ぎ
去
っ
た
時
間
が

名
残
惜
し
い
と
さ
え
感
じ
て
し

ま
い
ま
す
。
後
悔
も
た
く
さ
ん

し
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
後
悔

を
バ
ネ
に
し
て
、
少
し
ず
つ
、

一
歩
ず
つ
進
ん
で
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
の
私
の
目
標
は
、
皆
か
ら

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
る

大
人
に
な
る
こ
と
で
す
。
成
人

し
た
今
、
自
分
の
行
動
に
は
責

任
を
持
ち
、
頼
っ
て
ば
か
り
で

は
な
く
、
今
度
は
人
か
ら
頼
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

私
を
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た

皆
に
恥
じ
な
い
人
間
に
な
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本

日
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式
を
開

催
し
て
く
だ
さ
っ
た
中
野
市
長

さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来

賓
の
方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、

た
い
へ
ん
う
れ
し
く
思
う
と
と

も
に
、
実
行
委
員
、
関
係
者
の

皆
様
、
そ
し
て
私
た
ち
を
温
か

く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
全
て

の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

本
日
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
東
山
）

二
十
歳
の
私

南
宮
中
学
校
区
代
表　

永
田　

麻
耶　
さ
ん

係
が
う
ま
く
い
か
ず
、
自
分
の
何

が
悪
い
の
か
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、

毎
日
憂
鬱
な
日
々
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
支
え
て
く

れ
た
の
が
家
族
と
先
生
、
そ
し
て
、

か
け
が
え
の
な
い
友
だ
ち
で
し
た
。

毎
日
、
放
課
後
に
な
る
と
相
談
に

の
っ
て
く
れ
た
先
生
。
私
が
泣
き

そ
う
に
な
る
と
声
を
か
け
て
く
れ

た
友
だ
ち
。
本
当
に
う
れ
し
か
っ

た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
行
く
か
ど

う
か
直
前
ま
で
迷
っ
て
い
た
修
学

旅
行
に
も
行
く
こ
と
が
で
き
、
楽

し
い
思
い
出
も
た
く
さ
ん
で
き
ま

し
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

就
職
に
つ
い
て
考
え
始
め
た
高

校
時
代
、
進
路
指
導
の
先
生
に
勧

め
ら
れ
て
行
っ
た
就
職
説
明
会
で
、

私
は
旅
館
の
仲
居
と
い
う
仕
事
に

惹
か
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人

と
話
が
で
き
る
、
と
て
も
良
い
職

業
だ
と
思
い
ま
し
た
。
夏
休
み
に

は
、
温
泉
街
の
旅
館
で
職
場
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
ま
ま

そ
の
旅
館
に
就
職
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
も
ひ
と
え
に
、

説
明
会
を
勧
め
て
く
れ
た
進
路
指

導
の
先
生
や
、
私
の
希
望
を
快
く

受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
旅
館
の

方
々
の
お
か
げ
で
す
。

　

い
ざ
就
職
し
て
み
る
と
、
や
は

り
思
っ
て
い
た
よ
う
に
は
働
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
慣
れ
な
い
仕
事
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
、
毎
日
一
つ
ず

つ
覚
え
て
い
け
る
よ
う
心
掛
け
て

き
ま
し
た
。
努
力
は
人
を
裏
切
ら

な
い
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
な
が

ら
が
ん
ば
る
と
、
自
然
と
力
が
湧

い
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
覚
え
た

仕
事
の
数
と
同
じ
く
ら
い
悩
み
ご

と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、

私
を
支
え
て
く
れ
た
の
が
大
好
き

な
家
族
で
し
た
。
悩
み
が
あ
れ
ば

母
に
相
談
し
て
、
仕
事
が
休
み
の

日
は
姉
に
買
い
物
に
付
き
合
っ
て

も
ら
い
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

父
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
人

生
の
大
先
輩
と
し
て
、
私
は
両
親

を
と
て
も
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
私

の
間
違
え
を
正
す
た
め
に
叱
っ
て

く
れ
た
家
族
が
い
る
か
ら
が
ん
ば

れ
ま
し
た
。
旅
館
で
は
、
人
と
接

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
今
ま
で
当
た
り
前
だ
と
思

っ
て
い
た
家
族
の
大
切
さ
を
、
も

う
一
度
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
人
と
し
て
ほ
ん
の
少
し
成

新
成
人
代
表
あ
い
さ
つ



４４

　

さ
て
、
こ
の
あ
っ
と
い
う
間

で
あ
っ
た
二
十
年
間
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
実
に
様
々
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
世
に

生
を
受
け
て
か
ら
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
、
高
校
、
大
学

へ
と
進
学
し
、
そ
れ
ら
で
過
ご

し
た
毎
日
が
、
と
て
も
鮮
や
か

に
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
二
十
年
間
歩
ん
で
き

た
道
で
見
つ
け
出
し
た
一
つ
の

こ
と
を
心
に
常
に
留
め
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、『
い
つ
死
ん
で

も
悔
い
の
な
い
人
生
を
過
ご
す
』

と
い
う
こ
と
。
こ
の
こ
と
は
、

祖
父
の
死
か
ら
学
び
ま
し
た
。

祖
父
は
、
去
年
火
事
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。
私
の
こ
と
を
と
て

も
可
愛
が
っ
て
く
れ
、「
信
也
」

と
い
う
名
前
を
付
け
て
く
れ
た

祖
父
が
私
は
大
好
き
で
、
一
人

の
人
間
と
し
て
尊
敬
し
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
人
の
突
然
の
死
。

一
寸
先
は
闇
と
は
よ
く
言
っ
た

日
々
精
進
し
て
ま
い
る
所
存
で

す
。
既
に
社
会
で
活
躍
し
て
い

る
方
は
、
こ
の
成
人
式
と
い
う

節
目
で
、
自
分
自
身
と
も
う
一

度
向
き
合
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本

日
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式
を
挙

行
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
中
野

市
を
は
じ
め
、
中
野
市
中
央
公

民
館
、
実
行
委
員
や
関
係
者
の

方
々
、
恩
師
、
友
人
、
地
域
の

方
々
、
そ
し
て
二
十
年
間
私
た

ち
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
た

家
族
に
心
よ
り
感
謝
し
、
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
成
人
者
代
表
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

本
日
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

も
の
で
す
が
、
本
当
に
人

間
は
い
つ
何
が
起
こ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

一
日
一
日
を
一
生
懸
命
過

ご
し
、
何
事
も
絶
対
に
後

回
し
に
し
な
い
。
今
で
き

る
こ
と
は
、
そ
の
時
に
や

っ
て
お
く
。
そ
ん
な
日
々

を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、

『
悔
い
の
な
い
人
生
』
と
な
る

の
で
す
。
私
は
「
な
ぜ
人
間
が

存
在
す
る
の
か
」
と
聞
か
れ
た

ら
、
迷
い
な
く
「
幸
せ
を
感
じ

る
た
め
」
と
答
え
ま
す
。
こ
の

世
に
生
ま
れ
て
き
た
か
ら
に
は
、

満
足
し
て
人
生
を
全
う
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
だ
ら
だ
ら
と

毎
日
を
過
ご
す
の
で
は
な
く
、

そ
の
時
に
し
か
で
き
な
い
何
か

を
見
つ
け
、
そ
れ
に
向
か
っ
て

全
力
で
努
力
し
、
そ
し
て
、
そ

れ
を
人
一
倍
楽
し
む
の
で
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
こ
そ
が
二
十
年

間
生
き
て
き
て
見
つ
け
出
し
た

自
分
な
り
の
哲
学
で
す
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
社
会
の
荒

波
に
揉
ま
れ
る
わ
け
で
す
が
、

こ
の
二
十
年
間
で
蓄
え
た
下
積

み
を
フ
ル
に
使
い
、
ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
て
も
自
分
の
最
善
を

尽
く
し
、
自
分
の
た
め
だ
け
で

な
く
、
人
、
社
会
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
を
模
索
し
な
が
ら
、

　

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
青
木

市
長
様
を
は
じ
め
、
大
勢
の
来

賓
の
皆
様
に
ご
臨
席
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
、
こ
う
し
て
成
人
式
と
い
う

大
き
な
節
目
の
時
を
無
事
迎
え

ら
れ
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
、

同
時
に
、
こ
れ
も
両
親
や
親
戚
、

恩
師
、
そ
し
て
私
を
支
え
、
励

ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
皆

様
の
お
か
げ
と
深
く
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。「
人
生
八
十
年
」

と
言
わ
れ
る
今
日
、
そ
の
四
分

の
一
が
早
く
も
終
わ
っ
て
し
ま

っ
た
の
か
と
思
う
と
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

（
安
源
寺
）

四
分
の
一
の
集
大
成

中
野
平
中
学
校
区
代
表　

�
見
澤
信
也　
さ
ん

新成人代表あいさつ
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に
、
悠
仁
親
王
の
ご
誕
生
に
日

本
中
が
祝
福
ム
ー
ド
に
包
ま
れ

た
一
方
、
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
、

虐
待
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
、

北
朝
鮮
で
核
実
験
が
行
な
わ
れ

た
こ
と
や
、
医
療
制
度
改
革
に

よ
る
高
齢
者
の
医
療
費
負
担
の

増
大
、
臓
器
移
植
問
題
、
医
師

不
足
な
ど
、
命
に
不
安
を
覚
え

る
で
き
ご
と
が
数
多
く
あ
り
、

一
つ
し
か
な
い
命
の
重
み
、
大

切
さ
を
痛
感
し
た
一
年
で
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
の
中
で
、

私
た
ち
は
成
人
と
し
て
の
第
一

歩
を
歩
み
始
め
る
わ
け
で
す
が
、

次
世
代
を
担
う
た
め
に
も
、
若

い
視
点
か
ら
現
実
の
社
会
を
鋭

く
見
つ
め
、
日
本
の
高
齢
化
が

世
界
一
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん

で
い
る
こ
と
に
対
し
、
そ
の
深

刻
さ
と
重
大
さ
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
既
に
社
会
に
貢
献
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
多
く
の
先
輩
方

々
と
共
に
支
え
合
い
、
助

け
合
い
、
手
を
携
え
て
対

処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
を
信
じ
、

強
い
意
志
を
持
っ
て
、
先

輩
方
の
尊
い
経
験
か
ら
生

ま
れ
た
知
恵
や
技
を
一
つ

で
も
多
く
学
び
、
広
や
か
で
し

な
や
か
な
心
を
持
っ
て
受
け
取

り
、
生
か
し
、
自
分
自
身
も
多

く
の
経
験
を
積
む
。
そ
し
て
、

い
つ
、
ど
ん
な
時
で
も
物
事
の

本
質
を
見
極
め
、
自
分
自
身
を

見
失
わ
な
い
た
め
に
、
澄
み
渡

っ
た
魂
で
多
面
的
に
自
分
を
見

つ
め
直
し
、
人
と
し
て
よ
り
大

き
く
成
長
す
る
こ
と
で
、
感
謝

の
気
持
ち
を
言
葉
に
た
く
し
て

伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
成
人
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
の
成
人
式
に
あ
た
り
、

私
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
、
両
親
、
親
戚
、
恩
師
、

友
人
、
地
域
の
皆
様
、
そ
し
て
、

こ
の
式
を
開
い
て
く
だ
さ
っ
た

中
野
市
の
関
係
者
の
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
日
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

新
成
人
と
し
て
日
々
前
進
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
日
、
私
た
ち
が
大
人
と

し
て
の
第
一
歩
を
歩
み
始
め

る
に
あ
た
り
、
こ
の
よ
う
な

盛
大
な
成
人
式
を
開
催
し
て

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

た
だ
今
は
、
青
木
市
長
様

を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の
皆
様

か
ら
の
温
か
い
お
祝
い
や
励

ま
し
の
お
言
葉
を
賜
り
、
た

い
へ
ん
有
り
難
く
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
そ
の
年
の
漢
字

に
「
命
」
が
選
ば
れ
た
よ
う

平
成
十
八
年
度

　
　
　
　

中
野
市
中
野
地
域
成
人
式
実
行
委
員

松
島　

太
地
（
高
丘
・
栗
林
）

高
橋　

愛
里
（
長
丘
・
田
麦
）

月
岡　
　

優
（
長
丘
・
壁
田
）

竹
内　

真
人
（
平
岡
・
金
井
）

池
田　

淳
美
（
平
岡
・
新
井
）

上
原　

和
也
（ 
倭 
・
田
上
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

  
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

 　
　

成
人
式
を
終
え
て

 　

一
月
七
日
に
行
な
わ
れ
た
成

人
式
で
は
、
第
二
部
記
念
行
事

の
司
会
と
い
う
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
い
い
思
い

出
に
な
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、

こ
れ
か
ら
の
自
分
に
と
っ
て
い

い
学
び
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

二
十
歳
に
な
っ
て
思
う
こ
と

は
、
私
も
こ
れ
か
ら
働
く
の
で
、

こ
れ
か
ら
先
は
全
て
の
行
動
に

責
任
感
を
持
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
感
じ
る
と
共
に
、

し
っ
か
り
と
自
分
を
み
が
い
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

池
田　

淳
美

阿
部
由
美
子
（
中
野
・
東
吉
田
）

小
林　

泰
之
（
日
野
・
間
山
）

佐
藤　

菜
美
（
日
野
・
新
野
）

清
水　

美
穂
（
延
徳
・
新
保
）

番
場
裕
美
子
（
延
徳
・
新
保
）

湯
本　
　

恵
（
平
野
・
東
江
部
）

渡
辺　

文
子
（
平
野
・
西
江
部
）

有
賀　

修
平
（
高
丘
・
牛
出
）

（
岩
井
東
）

成
人
式
に
あ
た
り

高
社
中
学
校
区
代
表　

荻
原
明
日
香　
さ
ん
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あ
じ
さ
い
の
会
は
、
現
在
二
十

一
歳
の
同
級
生
の
子
ど
も
を
持
つ

母
親
の
集
ま
り
で
、
月
一
回
、
第

四
火
曜
日
に
西
部
公
民
館
を
利
用

し
て
い
る
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
の

会
で
す
。
今
年
で
七
年
目
を
迎
え

ま
す
。

　

立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け
は
、
子

ど
も
の
中
学
の
卒
業
式
の
時
に
、

親
が
子
ど
も
に
卒
業
祝
い
と
し
て

生
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
送
り
、
親
子
で

コ
サ
ー
ジ
ュ
を
つ
け
て
式
に
出
席

し
よ
う
と
の
思
い
か
ら
、
ク
ラ
ス

全
員
で
参
加
し
た
の
が
は
じ
ま
り

で
す
。
卒
業
式
の
後
、
他
の
ア
レ

ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
も
や
っ
て
み
た
い

と
、
お
花
に
興
味
の
あ
る
十
名
余

り
が
集
ま
り
現
在
の
活
動
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　

ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
は
、
機
能

美
、
装
飾
性
に
富
み
、
手
軽
に
楽

し
め
ま
す
。
同
じ
花
材
で
同
じ
形

に
作
っ
て

い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
が

出
て
違
っ

た
作
品
に
出
来
上
が
り
、
そ
れ
を

見
る
の
も
一
つ
の
楽
し
み
で
す
。

こ
の
教
室
は
、
長
野
に
本
部
校
が

あ
り
、
東
急
シ
ェ
ル
シ
ェ
で
の
ブ

ー
ケ
シ
ョ
ー
に
出
展
を
し
た
り
、

分
館
の
文
化
祭
に
参
加
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ゆ
っ
く

り
、
ゆ
っ
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ペ
ー
ス
で
活
動
を
つ
づ
け
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

代
表　

唐
木
田
洋
子

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館
分
館
分
館

　

高
社
山
群
の
一
つ
滝
の
沢
山

の
す
そ
は
、
千
曲
川
ま
で
の
び

て
お
り
、
西
日
が
よ
く
あ

た
る
。
す
そ
の
直
下
を
水

勢
を
弱
め
た
千
曲
川
が
流
れ

て
い
る
。

　

そ
の
地
点
に
は
、
か
つ

て
柳
沢
河
岸
場
が
あ
っ
た
。
弘

化
四
年
（
一
八
四
七
）、
善
光
寺

大
地
震
が
お
こ
り
、
こ
こ
で
天

領
中
野
代
官
所
の
越
後
救
援
御

用
米
・
御
普
請
御
用
材
が
陸
揚

げ
さ
れ
、
中
野
へ
運
ば
れ
て
い

る
。

　

中
世
の
こ
ろ
、
滝
の
沢
山
な

ど
の
斜
面
に
は
、
馬
な
ど
を
放

飼
い
に
し
て
い
た
と
い
う
、
笠

原
牧
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
同

名
の
牧
は
、
伊
那
に
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
滝
の
沢
山
の
中
腹
に
は
、

近
世
の
近
隣
修
験
者
が
、
修
行

し
た
と
い
う
広
場
が
あ
る
。
周

囲
に
は
、
こ
れ
を
示
す
石
の
十

三
佛
が
点
在
し
て
い
る
。

　

由
緒
あ
る
笠
原
山
本
誓
寺
は
、

中
世
の
こ
ろ
武
将
の
争
い
に
巻

き
込
ま
れ
、
市
内
各
地
を
転
々

と
す
る
な
か
で
、
い
っ
と

き
「
桜
小
路
」
に
身
を
置

い
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
を
物
語
る
か
の
よ
う
に
、

五
輪
塔
な
ど
が
、
い
ま
も

っ
て
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
由
緒
を
も
つ
本
誓
寺
は
、
い

ま
越
後
高
田
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
 
田
中 　

毅

６６

　

柳
沢
分
館
で
は
、
多
数
の
趣

味
の
会
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

毎
週
行
な
わ
れ
て
い
る
会
も
多

く
、
秋
は
そ
れ
ら
の
会
の
年
間

活
動
の
発
表
の
時
で
す
。

　

毎
年
十
一
月
三
日
に
行
な
わ

れ
る
柳
沢
の
文
化
祭
で
は
、
入

り
口
の
菊
花
展
と
と
も
に
会
場

い
っ
ぱ
い
に
生
け
花
や
盆
栽
、

書
道
の
掛
け
軸
が
展
示
さ
れ
ま

す
。
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
重
厚
な

謡
曲
の
調
べ
、
踊
り
の
会
の
華

や
か
な
舞
踊
、
そ
し
て
詩
吟
の

会
の
落
涙
の
ド
ラ
マ
が
毎
回
趣

向
を
凝
ら
し
て
披
露
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
ら
の
作
品
の
い
く
つ
か
は
、

続
い
て
行
な
わ
れ
る
北
部
公
民

館
の
文
化
祭
で
も
上
演
さ
れ
、

昨
秋
も
好
評
で
満
場
の
喝
采
を

浴
び
ま
し
た
。

　

脈
々
と
続
い
て
い
る
こ
れ
ら

の
会
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
の
は
、

主
に
七
〇
代
、
八
〇
代
の
方
で
、

戦
後
民
主
主
義
の
公
民
館
運
動

を
作
り
出
し
て
き
た
世
代
。
そ

れ
を
ど
う
や
っ
て
次
の
世
代
に

引
き
継
い
で
い
く
か
が
こ
れ
か

ら
の
課
題
で
す
。
会
に
新
し
い

メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
き
た
り
、

若
い
人
た
ち
に
よ
っ
て
新
し
い

会
が
作
り
出
さ
れ
て
い
っ
た
り

す
る
こ
と
で
分
館
活
動
も
再
度

活
性
化
し
て
く
る
気
が
し
ま
す
。

　
　
　
　
 　
　
　
　
　

（
Ｓ
）

柳 沢 分 館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

あ
じ
さ
い
の
会

グ
ル
ー
プ
紹
介

グ
ル
ー
プ
紹
介

白柳会の舞踊発表（文化祭にて）白柳会の舞踊発表（文化祭にて）

歴
史
性
に
富
む
柳
沢
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書 道 展
内　容　04愛墨会会員の作品の展示
場　所　中央公民館１階 展示コーナー

今月の伝言板

■近代文学講座
　近代文学に触れ、親しんでいただく教養講座です。

今回は、ＳＢＣラジオ番組でおなじみの堀井正子先生

に宮沢賢治の世界を語っていただきます。

日　時　２月17日(土) 午後１時45分～午後３時

場　所　中央公民館 講堂

内　容　「銀河鉄道への旅」

講　師　文学研究者　堀井 正子　先生

受講料・申込み　不要

■ストレッチヨガ
　寒さ、ストレスで凝り固まった身体をくまなく伸ば
して、健康でしなやかな身体を取り戻し、心もリフレ
ッシュ！ どなたでもお気軽にご参加ください。
日　時　２月８日～３月15日(全６回) 毎週木曜日
　　　　　午後１時30分～午後３時
場　所　北部公民館 研修室　　　受講料　無料
講　師　ヨガ・ピラティスインストラクター
　　　　　宮� 栄子　先生
持ち物　バスタオルまたはヨガマット、飲み物
服　装　身体をしめつけない軽装
申込み　２月２日(金)から受付を開始します

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら北部公民館から

西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら西部公民館から

月の展示コーナー２ 参加者募集

編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

編
集
委
員

だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

　

だ
よ
り

　

昨
年
秋
、
第
二
十
回
北
部
公

民
館
文
化
祭
の
芸
能
祭
で
す
ば

ら
し
い
演
奏
を
披
露
さ
れ
た
中

野
コ
カ
リ
ナ
の
会
（
山
崎
ま
ゆ

み
代
表
、
会
員
十
名
）
の
皆
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

コ
カ
リ
ナ
演
奏
の
第
一
人
者

黒
坂
黒
太
郎
さ
ん
と
、
代
表
の

山
崎
さ
ん
が
昔
か
ら
の
知
り
合

い
だ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

山
崎
さ
ん
が
在
籍
す
る
信
州
中

野
子
ど
も
劇
場
で
子
ど
も
た
ち

と
い
っ
し
ょ
に
吹
い
て
い
た
の

が
は
じ
ま
り
。
そ
の
後
、
徐
々

に
大
人
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、

発
展
し
現
在
の
形
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　

コ
カ
リ
ナ
は
、
山
ノ
内
町
が

日
本
の
発
祥
の
地
。
自
然
と
の

共
生
が
テ
ー
マ
だ
っ
た
長
野
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
準
備
時
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
道
路
建
設
の
た
め

に
志
賀
高
原
に
自
生
す
る
イ
タ

ヤ
カ
エ
デ
を
は
じ
め
多
数
の
樹

木
が
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
折
、
切
り
倒
さ
れ
た
木

を
な
ん
と
か
生
か
せ
な
い
か
と
、

黒
坂
さ
ん
が
東
欧
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
民
族
楽
器
を
元
に
考
案
・
改

良
し
広
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

音
色
は
、
木
の
種
類
や
長
さ
、

太
さ
に
よ
っ
て
変
化
が
あ
り
、

木
の
精
が
歌
う
音
の
よ
う
だ
と

も
言
わ
れ
、
聞
き
手
の
癒
し
効

果
と
同
時
に
、
吹
き
手
も
癒
さ

れ
る
そ
う
で
す
。「
コ
カ
リ
ナ
の

音
色
を
聞
き
に
、
是
非
一
度
お

越
し
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
コ

カ
リ
ナ
の
演
奏
を
体
験
し
て
自

分
へ
の
癒
し
も
体
感
し
て
み
て

く
だ
さ
い
」
と
会
員
の
皆
さ
ん
。

会
で
は
、
第
二
・
四
金
曜
日
午

後
七
時
半
か
ら
九
時
半
ま
で
、

中
央
公
民
館
で
練
習
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

活
動
を
の
ぞ
い
て
見
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
 　

（
Ｙ
・
Ｏ
）

中
野
コ
カ
リ
ナ
の
会

　
　
　
　

の
皆
さ
ん

参加者募集

お問合せ及び　中 野 市 北 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ６- ０ ６ ７ ７　 ㈲２ ８ ８ ７ ８

参加者募集
■高齢者大学
日　時　２月９日～３月２日　いずれも金曜日
　　　　　午後１時30分～午後３時
場　所　西部公民館 会議室　　　受講料　無料

＊＊＊ 講座記録集の配布について ＊＊＊
平成18年度教養講座「万葉集を読み味わう」（全
６回）の講座記録を、ご希望される方に無料で
お渡しします。どなたでもお気軽に中央公民館
（事務室）へお立ち寄りください。

中 野 市 中 央 公 民 館
℡２2-２ ６ ９ １ 　 ㈲２ ０ ６ ９ １

お問合せ先
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今月の伝言板
（西部公民館のつづき）
＜これからの講座予定＞
２月９日　「和紙で雌雛人形をつくりましょう」
　　　　　　　山口 元江 さん
２月16日　「手品をやってみませんか」
　　　　　　　安藤 照治 さん
２月23日　「食事のバランスと運動について」
　　　　　北信総合病院 栄養科長　園原 規子 さん
　　　　同院 健康運動指導士　鈴木 美樹 さん

３月２日　「病気の予防について」
　　　　　　前北信総合病院 健康管理部医長
　　　　　　　荒井 恵子 さん

参加者募集

■高齢者学級④ ｢心と体の体操」
　心も体も健康で元気に過ごす、その秘訣は…？講師
のお話に笑い、ともに体を動かし、明日からの日々の
過ごし方をいっしょに学びましょう。
日　時　２月13日(火) 午前10時～午前11時30分
場　所　豊田文化センター
講　師　元中野小学校長・墨絵画家　嘉生 稀宗　先生
受講料・申込み　不要
■高齢者学級⑤ 「笑顔に勝る化粧なし」
　お腹を抱えるほどの笑いと人生感動のお話。そして、
先生のアコーディオンで思い出の歌をともに歌いなが
ら、幸せをかみしめてみませんか。
日　時　３月６日(火) 午前10時～午前11時30分
場　所　豊田文化センター
講　師　在家和尚　土屋 良和  先生
受講料・申込み　不要
■クローズアップ豊田③  「高野辰之の人となり」
　“ふるさと豊田”が生んだ文学博士 高野辰之先生の
作品や逸話から、“人間 高野辰之”を理解することが
できます。
日　時　２月28日(水) 午後１時30分～午後３時
場　所　豊田文化センター
講　師　元高野辰之記念館長　高野　源　先生
受講料・申込み　不要

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら豊田公民館から

お問合せ及び　中 野 市 西 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ３- １ ０ ２ ４　 ㈲２ ６ ６ ７ ４

お問合せ及び　 中 野 市 豊 田 公 民 館
申 込 み 先　  ℡３８－２９２２

■子ども・成人教室 「軽スポーツを楽しもう」
　｢ドッヂビー｣って知ってる？当たっても痛くない
円盤のこと。きれいに飛ばすにはコツがいるけど、投
げ方、遊び方はいろいろ。ドッヂビーでいっしょにド
ッヂボールをしよう！
日　時　３月10日(土) 午前10時～正午
場　所　豊田文化センター
講　師　中野市体育指導委員の方
定　員　子どもと大人各20人　　　受講料　無料
申込み　３月５日(月)まで（定員になり次第締切）

≪今月号の表紙の写真≫ 成人式開式前、降りしきる雪
の中、旧友との再会に談笑する中野地域の新成人たち

なかの21市民講座 講 演 会 21世紀に足を踏み入れた今“緑豊かなふるさと 文化が香る元気なまち”
を目指す中野市にあって、皆様がともに学び考え合う内容の講演会です

しっかり抱いて、 下におろして、 歩かせる

講 師講 師�橋史朗�橋 　史朗  先生
（明星大学 教授）（明 星 大 学 教授）

日　時　３月４日(日) 午後２時～
会　場　中央公民館 講堂

申込み・入場料は不要です
どなたでもお気軽にご参加ください

プロフィールプロフィール
昭和25年生まれ。早稲田大学大学院終了後、スタンフ
ォード大学フーバー研究所客員研究員を経て、現在、
明星大学教授、親学推進協会理事長、親学会副会長。
主な著書に、『悩める子供たちをどう救うか』、『親と
教師が日本を変える』（以上ＰＨＰ研究所）、『癒しの
教育相談〔全四巻〕』（明治図書）、『親学のすすめ』（モ
ラロジー研究所）などがある。

親 学の す す め
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